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巻頭言 

中国の産業近代化とわが国産業の空洞化 

谷 敬 渋
 

ここ1, 2年，物価は下落傾向にあり，生活者の立場から見ると，同じ収入でもより良い生活が 
出来るので，短期的には大変に好都合である。 

これは，貿易の自由化，規制緩和を通じて，中国に代表されるような労働力の安価な国からの農 

産物や各種工業製品が大量に輸入されているのが,大きく影響している。 

一昔前までは，値段は安いけれど，品質はいまいちあるいは日本人の好みに合わないといったも 
のも多く見られたが，日本向けに開発され安くて良い物が増えてきた。その卑近な例が，しいたけ 

や長ネギであり，急激な輸入増加に日本の農家が悲鳴を上げて，緊急的に輸入制限をするに至っ 
た訳である。 

ことは，農産物に限らず，工業製品の分野でも起きており，かつて，日本が数十年掛けて歩んで 

来た軽工業から重工業さらにはハイテク工業への近代化の道を，中国はほんの十年ほどの短い期間 
で追いついて来たように思われる。 

わが国の各産業も，国際競争力の強化のために，中国市場のためだけでなく, 日本を含めた国際 

市場向けに中国に工場を建てるという動きが進んでいる。日本の進んだ製造技術と中国の安価で良 

質な労働力や低物価が融合して強い競争力を形成した。その結果，わが国の多くの工場は，急速に 
競争力を失いつつある。産業の空洞化が，日本でも起き始めている。 

貿易の国際収支も，これまでは長いこと黒字が続いていたが，昨年は9月，10月と2 カ月連続 
で単月赤字となった（平成13年11月末現在）。今後も，この傾向が続くとすれば，ゆゆしき事態で 
ある。 

昔，中学生の時代（もう，40年以上前）に, 日本は無資源国なのだから加工貿易によって生き 

ていかなければならないと，学校の授業で習った言葉がしみじみと思い出される。古い言葉ではあ 
るが，これは現在も，また，将来においても日本にとって重要な原則のような言葉であると思って 
いる。 

ところで，私は卒業以来石油産業に身を置き，2年前から，潤滑油やグリースを製造する工場に 

勤務している。燃料油部門と異なり，潤滑油・グリースの世界は,大手と中小の企業が乱立してい 

て厳しい競争をしているが，最近,超破格値の輸入品と思われる製品が国内市場で流通した。わが 

工場でも，同じ製品を作っているが，工場出荷価格よりも安いことにショックを受けた。 

誰でも作れる汎用品は，人件費の圧倒的な差を考えると，今後競争していくのは難しいと思われ 

る。しかし，幸いにして日本には知恵ときめ細かさという良さが残っている。人に真似されないあ 

るいは真似されにくい製品に特化してでも，生き残って行きたい。 

在学生の皆さんには，日本の未来が明るいものと成るよう，大いに遊び，大いに学んで，社会に 
貢献されることを期待しています。 

日本石油加工株式会社 東京工場長，本会理事（昭和44年応用化学科卒 新制19回） 
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総 

原子の波動性を利用した化学反応 

原子トンネル反応 

1. トンネル効果とは 

古典力学では粒子と波動は全く別のものであ 

る。しかし，量子力学では全ての物体は粒子性 

と波動性を持っており，特に分子，原子，電子 

等の小さな物体では波動としての性質が顕著に 

現れる。粒子が運動ェネルギー（E）を持って 

或る障壁に衝突した場合，Eが障壁のエネル 

ギー（w）よりも小さい時,粒子は決して障壁 

の反対側に行くことは出来ない。例えば，我々 

が壁に囲まれた部屋に閉じ込められた時，壁を 

壊さない限り外に出ることは出来ない。しかし， 

量子力学では粒子が波動性を持つため，エネル 

ギー（E）がwより小さくても或る確率で壁を 

通り抜けることが出来る。これをトンネル効果 

と言い量子力学の大きな特色である。ドラえも 

んは部屋に閉じ込められても外に出ることがあ 

るが，彼は量子力学を理解し， トンネル効果を 

使って 「どこでもドア」を実現しているのかも 

知れない。 

電子の質量は小さく波動性が大きいのでトン 

ネル効果は容易に観測され，様々な系で研究が 

展開されている。しかし，原子や分子は質量が 

大きく波動性が小さいので， トンネル効果はこ 

れまであまり重要視されていなかった。ここで 

は，原子のトンネル効果によって化学反応が起 

こる現象を筆者等の研究を中心にして解説す 

る。詳しい内容は最近の論文に述べてある1,20

名古屋大学工学研究科物質化学専攻教授。1995-99年 

日本原子力研究所の研究プロジェクト 「原子トンネル 

反応」 のリーダー（併任）。「原子トンネル反応」の研 

究により，日本放射線化学会賞（1991年），日本化学 

会学術賞（1998年）を受賞。 

（昭和37年応用化学科卒ー新制12回） 

宮崎哲郎‘細 
2． トンネル反応の実証】水素原子一水素 

分子トンネル反応 

従来の考えによれば，化学反応は図1に示す 

ように反応物が周囲からエネルギーを貰い，活 

性化ェネルギーの障壁を越えて起こる。温度を 

下げると反応物のエネルギーは小さくなり，反 

応は遅くなる。極低温（4K; -269K付近）で 

は反応時間は10500年となり，実際には反応が 

起こらない。化学反応は原子の組み換えである。 

原子の波動性に基づくトンネル効果を利用すれ 

ば，4Kでも反応は起こり得る（図1の点線）。 

トンネル反応の最も単純・明解な実証例は 

Miyazaki 等が観測した極低温固体水素中の水 

素原子ー水素分子トンネル反応である。この反 

応は最も簡単な2分子反応であり,反応速度論 

の基礎になっている。Eyring がこの反応につ 

いて絶対反応速度論を構築した際， トンネル効 

果の可能性を考えていたが，当時は実験的根拠 

もなく，彼はこれを無視して理論を展開した。 

Miyazaki はトンネル反応の規範として以下の 

3点を挙げた。第1に， トンネル反応は反応障 

壁を透過して起こるので，反応の活性化ェネル 

活性化状態 

- ,* ,.-. 
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反応の過程 

図1 化学反応のエネルギー状態（高校の教科書より） 
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6 表1．速度定数に対する同位体効果 

k (D+H2)/k (H+D2) 

4K実験値（宮崎） と3 X io4

4 K計算値（トンネル 

反応）（宮崎） 
i05

370 K実験値（古典的 

反応）(Le Roy) 
6

ルエネルギー曲面が得られている。その結果， 

実験値と理論計算値との比較が出来る。 

Miyazaki 等は3種類の反応について速度定数 

を4Kで測定した（表2 )。これらの値は，反 

応が障壁を越えて起こるとして予想される値 

(---iO -45o cm3 mol一ls _i）よりも遥かに大き 

い。さらにトンネル反応の速度定数を簡単な理 

論計算から求めると，これは実測値とほぼ一致 

する。以上のことからMiyazaki 等はこれらが 

トンネル反応であると発表した。発表後,直ち 

に日本（Sato, Takayanagi) とアメ リカ 
(Truhiar 等）の理論家がさらに厳密な計算を行 

った。これらの値は表2 に示すように実測値と 

一致する。以上の3点からトンネル反応が明確 

に実証された。 

最近，Miyazaki と Kumadaは国際的にも初め 

てトンネル反応の制御因子の解明を試みた％ 

紙面の制約から詳しい内容は省略するが，極低 

温トンネル反応は，結晶格子の乱れ，不純物の 

存在，格子振動による散乱等の僅かな相互作用 

によって著しい影響を受けることが判明した。 

その相互作用の大きさは数cal mor lであり， 

従来の古典的反応を触媒等によって制御する際 

の値（数kcal molーりの1/'oo -.l/'ooo程度 

である。これは化学反応を制御する立場から見 

ると驚くべきことである。 

水素原子一水素分子系におけるトンネル反応 

の実証は，Eyring 以来の反応速度論上の歴史的 

課題に明確な回答を与えたことになる。次節で 

も述べるようにトンネル反応は特殊な反応では 

なく，原子の波動性と言う自然の根源的性質に 

よるものなので，今後研究が進めば様々な反応 

系で重要になると思われる0 またアレニウス以 

来の活性化ェネルギーを越えて反応が起こると 

言う古典的モデルに対して， トンネル反応は新 

しいモデルの提起である。これは，或る意味では 

化学反応における触媒の発見に匹敵するとも言 

＼△×△、 
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図2. γ線照射した固体ロ2-HDO5.6 %）を極低温に放 

置した時の水素原子収量の時間変化。 

（〇）4.2 KのH原子i （△）4.2 KのD原子； （ー ) 

1.9Kの11原子；（ー）1.9 KのD原子。 

ギーが零になる。固体水素（D2-HD混合系）を 
4Kでγ線照射し，生成したDとH原子の量と 

放置時間との関係を図2 に示す。4KでD原子 

の量（△）の減少とH原子の量（〇）の増加が 

相補的に起こり，反応（1）が4Kでも起こってい 

ることがわかる。 

HD +D - H +D2

1.9Kに放置した場合（実線と点線）でも反応（1) 

は4Kと同じ速度で起こる。即ち，見掛けの活 

性化ェネルギーは零となる。反応（1）の反応障壁 

の高さはl0kcalmol一1であるので，触媒等が全 

く存在しない状態でも見掛けの活性化ェネル 

ギーは零になる。第2に， トンネル反応では著 

しい同位体効果が観測される。反応障壁を越え 

て起こる古典的反応では同位体効果は小さく， 
最大6以下である。一方， トンネル反応ではH
とD原子の質量の差が波動性に著しい差を生じ 

るため，反応における同位体効果が大きくなる。 
表1に示すように，D +H2 →HD +HとH + 

D2 - HD +Dとの反応における同位体効果は 
3 X io4以上となり，古典的反応の場合の値（6) 

よりも遥かに大きい。実験値は， トンネル反応 

を仮定して計算した理論値（1055）に近い。第 

3に,水素原子一水素分子反応は最も単純な反 

応系であるので，信頼出来る反応のポテンシャ 
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表2. 4Kトンネル反応の速度定数（cm3 mol ' s一1) 

反応 
実験値 

(Miyazaki 等 ) 

トンネル反応理論値 
古典的反応推定値 

(Sato, Takayanagi) (Truhiar等） 

H7 + D

- H + HD
0
.3
7 1.2 18 6X 10 _426

H2 + H
- H + H2

2261 0.46 13 2 X iO14" 

HD + D
- H + D2

0.0019

0.0023
0.0027 0.039 1>< i0 -

える。図1は高校の教科書から引用したもので 

あるが，化学反応の概念として点線で示したト 

ンネル反応の過程も含めて教えるべきであろう。 

3．化学・物理学における原子トンネル反 

応（現象）の展開 

化学におけるトンネル反応については,様々 

な研究が展開されて来た。Miyazaki 等は，77

Kにおいて2種類のアルカン混合系でH原子に 

よるトンネル水素引き抜き反応が極めて選択的 

に起こることを発見した1。 Tomioka はフエニ 

ルカルベンラジカルが低温固相でのみトンネル 

反応によりC-H結合へ挿入することを見出し 

た3o Miyazaki と Aratono, Tachikawa は，核 

融合燃料のトリチウムがトンネル反応をするこ 

とを報告している1。 Hiraoka は極低温宇宙で星 

間分子がトンネル反応によって生成するモデル 

を提唱した4。物理学においても原子トンネル現 

象が物性論的な視点で検討されている。例えば 

Miura は，ヘリウム結晶中の転位がヘリウム原 

子の集団のトンネル効果によって移動すること 

を発見した5o Kadono は，固体中でミュオニウ 

ム（中間子と電子の結合体で,H原子の同位体 

と言える。質量がH原子の1/9と軽い）がトン 

ネル効果により拡散することを明らかにした％ 

原子のトンネル反応（現象）は化学や物理学に 

おいて様々な新しい発見をもたらしつつある。 

4.生物学における原子トンネル反応の展開 

原子トンネル反応は生物学においても重要で 

ある。Miyazaki と Watanabe等が共同研究した 

ビタミンCのトンネル反応による突然変異やガ 

ンの抑制作用について紹介する。噛乳動物細胞 

に放射線を照射するとDNAの突然変異やガン 

が誘発される。その機構として，従来の放射線 

生物学では下記のように考えて来た。 

細胞 ＋ 放射線 → OH

OH + DNA - DNAラジカル 

DNAラジカル →突然変異・ガン （4) 

細胞の80 一 90％はH20であり，H20の放射線 

分解で生じた0Hラジカル（活性酸素）がDNA

と直接反応し，DNAの突然変異やガンが引き 

起こされる。OHは拡散し易く反応性も高いの 

で，寿命は10一 6秒以下と短い。そのため細胞 

中で0Hの反応を直接観測した例はない。従っ 

て，上記の機構には明確な証拠が不足している。 

我々は生体内でのトンネル反応を研究するた 

めに3段階からなる研究を構築した。第1段階 

は，細胞内でラジカル反応を直接観測する。第 

2段階で，この反応と生物効果との関連性を調 

べる。第3段階で，反応における同位体効果を 

検討し， トンネル反応を明らかにする。ハムス 

ターの細胞を室温で照射すると，数時間以上の 

寿命を持つ長寿命の高分子ラジカルが生成する 

ことを高感度ESR測定法により初めて観測し 

た。照射後，細胞にビタミンCを添加すると反 

応により長寿命ラジカルを3 ％にまで減少させ 

る。一方，細胞を放射線照射した後，ビタミン 

Cを添加すると突然変異は2 %，ガンは25% 

まで抑制される。照射後には短寿命のOHは存 

在せず，反応活性種としては長寿命ラジカルの 

みが存在する。このことから長寿命ラジカルが 

突然変異やガンを誘発し，ビタミンCを添加す 

るとこのラジカルは消去されるため，突然変異 

やガンが抑制される。ESRスペクトルの解析 

やラジカル収量の検討から，長寿命ラジカルは 

蛋白質ラジカルであることがわかった。細胞の 

モデル系として10％の高濃度蛋白質アルブミ 

ン水溶液を放射線照射すると，この場合も細胞 

と同様に長寿命蛋白質ラジカルが生成する。こ 

の系において，通常の軽水素化ビタミンCと重 

水素化ビタミンCを用いて,長寿命蛋白質ラジ 

カルとビタミンCとの反応における同位体効果 

を調べた。 
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表3，ビタミンCと長寿命蛋白質ラジカルとの反応における同位体効果 

反応 k (h-vit.C）ノk (d-vit.C) 

実測値 > 20-50

古典的反応（理論値） 与6

トンネル反応（理論値） 20-70

表 3 に示すように大きな同位体効果（と 

20一50）が得られた。これは反応障壁を越え 

て起こる古典的反応の場合の同位体効果（'6 ) 

より大きく， トンネル反応を考えた時の理論値 

(20 -70）に近い。従って，ビタミンCはトン 

ネル反応によって長寿命ラジカルを消去してい 

るものと思われる。以上をまとめると, 

細胞＋放射線→長寿命ラジカル 

長寿命ラジカル→突然変異ガン 

長寿命ラジカル十ビタミンc -+ 

トンネル反応により消去（7) 

放射線によって生成した長寿命蛋白質ラジカル 

からDNAへ損傷シグナルが伝達され，その結 

果突然変異やガンが誘発される。照射後，ビタ 

ミンCを添加するとトンネル反応によって長寿 

命ラジカルを消去し,突然変異やガンを抑制す 

る。長寿命蛋白質ラジカルによるガンの誘発機 

構は新しいモデルであり，これが確立すれば放 

射線障害やガンの治療にも新しい視点を与える 

であろう。簡単に言うと，放射線を浴びたらレ 

モンを食べると良いかも知れない。但し，重水 

素化したレモンでは効果がなさそうである。 

最近，Nagaoka はビタミンEとラジカルとの 

反応がトンネル反応であると報告している70

また，Paneth 等によると或る酵素反応はトン 

ネル反応である8。 一般に生体内反応の多くは 

H (H+）の移行反応である。水素は波動性が大 

きいので，これらの反応においてトンネル効果 

の関与は無視出来ない。通常の水（H20）は 

我々にとって無害であるが，重水（D20）は有 

害と言われている。実際，重水中では細胞は増 

殖出来ない。生体内反応自身にトンネル反応が 

関与しており,重水により大きな同位体効果が 

現れるためと思われる。このように原子トンネ 

ル反応は生物学にも関連している。 

5．原子トンネル反応（現象）と自然科学 

電子の波動性は大きいので，そのトンネル効 

果は様々な系で展開されて来た。エサキダイオ 

ード，ジョセフソン効果， トンネル顕微鏡，電 

子移動反応等，基礎的研究だけでなく，電子産 

業へ華々しく展開されている。一方，原子のト 

ンネル効果はこれまで無視されていたが,最近 

では上述したように明確な証拠も蓄積されて来 

た。特にトンネル反応の発見は化学への新しい 

展開が期待される。表4に原子トンネル反応（現 

象）と関連分野をまとめてある。原子トンネル 

反応（現象）は原子の波動性に基づくものであ 

り，物理学，化学，生物学に広く関連している。 

まさに，自然科学の新しいパラダイムになる可 

能性を秘めている。この課題は日本が国際的に 

もリードしている基礎的分野であり，若い人が 

この新しい課題に挑戦されることを切望する。 

表4．トンネル反応 

トンネル反応（現象） 関連分野 

転位のトンネル移動 低温物理学 

トンネル量子拡散 物性物理学 

水素のトンネル反応 反応速度論 

高選択的トンネル反応 有機合成化学 

ビタミンCのトンネル反応 

によるガン抑制 
生物学，医学 

トリチウムのトンネル反応 核融合 

トンネル反応による星間分 

子生成 

宇宙化学， 

天文学 
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トピックス 

PCB問題 ～ 古くて新しい環境問題 

村 上 昭 彦 

1 . PCB問題の背景 し，約20年後の調査で，保管中の紛失が約 

7％もあり，保管義務以前の投棄なども考える 
1968年に起きた「カネミ油症事件」 は，天 と，環境に放出されたPCB量はもっと多い。 

ぷら油に加熱媒体のPCB（ポリ塩化ビフエニ 近年，毒性の強いダイオキシン（ポリ塩化ジ 

ル）が混入したのが原因である，と年輩者は記 ベンゾダイオキシン，PCDDs と略記）問題や 

憶しているが，若い人達は「事件」そのものを 環境ホルモンとの関連で，保管中のPCBおよ 

知らない。カネミ油症の原因物質がPCB中の びPCB廃棄物の処理が急がれている。 

不純物のポリ塩化ジベンゾフラン（PCDFsと PCBは209種類の異性体があるが，14種類の 
略記）が主で，これにPCBの中の共平面構造 コプラナーPCB中の12種類がダイオキシン類 

を有するコプラナーPCBが寄与している事実 とされている。ちなみにダイオキシン類とは， 

はもっと知られていない。新聞などで「猛毒 75種類のPCDDs 中の7 種類，135種類の 
PCB」 と報道されるために，全てのPCBが猛 PCDFs 中の10種類，および12種類のコプラナ 

毒であると思っている人も少なくない。 ーPCBとする事が「ダイオキシン類対策特別 
PCBは 「電気絶縁性が高い燃えない油」と 措置法」で定義されている。多くのダイオキシ 

して, 20世紀の電気文明の発達への高い利用 ン類の量を評価するために，最も毒性が強い2, 
価値が見出され，1929年に商業生産が始まっ 3, 7, 8 一四塩化ダイオキシンの毒性を1と 
た。工業生産されたPCBは，数十種類の混合 して定めた毒性等価係数（TEE）を乗じて換算 

物である。その優れた化学的特性から，閉鎖系 し，ダイオキシン量（毒性等価量，TEQ）とし 
（コンデンサー， トランスの絶縁油，熱媒体な ている。なおTEFは，従来用いてきた国際毒 

ど）ばかりでなく，開放系（潤滑油,可塑剤， 性等価係数に変えて，1997年にWH0が提案し 

など）でも広く用いられた。現在まで,世界で た3種のTEFの中から，ヒト／哨乳動物に対 
100万トン以上，日本では約5万4千トンが生 する値をWHO -TEFとして用いることになっ 

産・使用されたと推定されているが，米軍基地 た。PCDFs 中の最大TEFは0.5，コプラナー 

内における使用量や廃棄量は不明である。 PCB中の最大TEFは0.1である。 

人間への健康被害や世界中で多くの野生生物 図1 .は，環境試料中の全PCB濃度と含ま 
の体内からPCBが検出されたために，PCBに れるコプラナーPCB (TEQ）の関係であり， 

対する危倶が世界的に高まり，日本では1972 全PCBの2万分の1--5万分の1がコプラナー 

年に製造と輸入の禁止，廃PCB含有油やPCB PCB (TEQ）のダイオキシン量と推計される。 

容器廃棄物などの保管が義務付けられた。しか PCBの保管中の紛失量から推算したダイオキ 

シン換算排出量は，2 ~ 5 kg-TEQ／年とな 

東京農工大学・名誉教授 り，焼却炉などからのダイオキシン年間排出量 
（昭和36年応用化学科卒・新制11回） 約3 kg-TEQ／年に匹敵するので，保管中の 
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図1‘環境試料中のPCe濃度とTEQで示したコプラナーPCBとの関係 

（窪田葉子による，未発表データ） 

PCBを早急に処理して無害化する必要がある。 る技術である。反応温度が低く大気圧で反応が 

進行し，反応装置の小型化や移動型が実現でき 

る。排ガスは極めて少なく，液相反応であるた 

2. PCBの処理と問題点 め，処理後の液相を貯留して安全性を確認でき 

るので，住民合意が得られ易い。 

PCB保管容器の劣化や紛失，事故による環 PCBによる汚染形態は以下のものがある。 

境への流出など，保管に伴うリスクを考えると， ①液状の廃PCB油（数十ppmから100％近 
PCB処理に伴うリスクの方がはるかに小さい。 くまである） 

我が国では1987 - 89年に，5500トンの液状 ②トランスやコンデンサーの容器，PCB含 

PCBを高温焼却処理した。高温焼却法は，大 浸部材の絶縁紙・木材，廃感圧紙など固形 

量のPCBを短時間で効率よく処理できるが， 物 

他の保管場所からPCBを搬入する大規模集中 ③PCB汚染土壌 

型施設となる上，排ガス中のダイオキシン濃度 

が，いつでもゼロであると証明する事は不可能 

である。このためその後30数力所で高温焼却 3.液状廃PCB油の化学処理技術 

施設の建設が計画されたが，周辺住民や自治体 

との合意が得られず，全て実現しなかった。 現在，廃PCB油の化学処理法として，アル 

PCB処理においては，「住民合意が得られる カ)触媒分解法（BCD法）などの脱塩素化分 

技術」であることが必須条件であり，少なくと 解法と超臨界水酸化分解法が認められている。 

も以下の要件を満たすべきである。 脱塩素化分解法は，PCBから選択的に脱塩 

①ダイオキシン類やその他の有害物質を生成 素化し，無害なビフェニル類にする方法であり， 

せず，環境負荷やリスクが小さいこと 反応過程で他のダイオキシン類も分解されるこ 

② PCB汚染油や汚染物を，現場近くで処理 とが，BCD法で証明されている。超臨界水酸 

出来る分散型処理装置であること 化分解法は，超臨界水中で酸化剤を加え，二酸 

③排ガスや処理済み油の中の残留PCB量が， 化炭素と水と塩化水素に分解する。 

安全で問題が無いことを証明出来ること 1999年12月には住友電気工業が，翌月には 

液相で行う化学処理は，この要件を満たし得 荏原製作所が自家処理を始め，その後も数社が 
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自家処理を行っている。その他に住民説明会を 

始めたり，自家処理以外に施設の建設計画を公 

表したところもあり，廃PCB油の化学処理は， 

生産禁止・保管義務を定めてから，30年を経 

てようやく開始された。 

4. PCBに汚染した固形物の処理 

に荏原製作所がパイロット規模の実証試験を実 

施した例があるものの，化学工場跡地などの 

PCB汚染土壌の処理技術は，現在技術評価が 

行われている段階である。 

6．終わりに 

PCB問題の解決のためには，液状PCB汚染 

PCBで汚染した金属,木材，紙などの固形 油だけでなく，我々の管理可能な範囲にある汚 

物は，何らかの方法でPCBを分離回収して液 染固体や土壌の処理を，低コスト・短時間で無 

状にすれば，液状油の処理技術が適用できる。 害化可能な 「住民合意が得られる技術」の開発 

PCBが付着した容器は，溶剤を用いた洗浄 が必要である。 

法などで除去する施設が建設中である。 既に極低濃度で自然環境中に拡散し，生物濃 

PCB含浸部材については，変圧器構成部材 縮と食物連鎖を経て，ヒトを含む食物連鎖の最 

中に付着・含浸しているPCBを,減圧加熱し 上位の生物に対するPCBの影響を排除する方 

て除去する真空加熱分離法は,外部へ漏洩する 法論は，今のところ残念ながら存在しない。 

ことがなくて安全性が高いと期待される。しか 

し，前処理として解体や切断を要する場合もあ 

るので，作業者への暴露や環境中へ飛散など安 

全性を確保する必要があり，安全性が高い大量 

処理システムを構築できることを実証する必要 

がある。その他にもPCB含浸部材の処理技術 

は開発されているが，いずれも一長一短と云わ 

ざるを得ない。 

現在，PCB処理技術に求められているのは， 

単に廃PCB汚染油だけでなく，その容器から 

PCB含浸固形物まで，全てを最終的に無害化 

処理するトータルシステムを構築し，実際の高 

圧トランスやコンデンサーを対象とした実証試 

験を十分に行い，安全性が高い技術である事を 

証明して，住民合意を得る事である。 

5. PCBによる土壌汚染 

最近，企業の工場跡地の土壌調査で，PCB

などの有害物質による土壌汚染が発見される事 

例が多い。これは過去の無造作な処分が，顕在 

化したのである。土壌汚染の特質は，非移動性 

で一度汚染されると，その影響が長時間持続す 

ることであり，水や大気中の汚染物質が，短時 

間の内に拡散・希釈されるのと大きく異なる。 

PCB・農薬・重金属などによる土壌汚染は， 

「最後の産業公害」と云われている。 

PCB汚染土壌については，現段階で1994年 

8



随 

早稲田での生活を振り返る 

私は小・中学生時代，極めて体の弱い子供で 

よく学校を休んでいた。小学校の卒業アルバム 

にも写っていない。中学も入学して間もなく休 

学，在学中に旧制から新制に変わったこともあ 

って卒業という認識は殆どない。 

1949年，早稲田大学は新制に改組され高等 

学院2年に編入学した。その募集も急なことで 

受験勉強などした者はいない。言ってみれば同 

級生全員が転校生で，全国から生徒が集まって 

いた。各地のお国言葉が飛び交い，また年齢幅 

も広く旧制時代の名残が色濃くあった。学内の 

生活はかなり自由，先生方も大学と兼務の方が 

数多くいた。相手が子供であることを忘れ，授 

業の合間に一服，「皆さんもどうぞ」と勧める。 

「君たちは大学受験と無縁となったのだ。これ 

だけは負けないぞという勉強の仕方をやりなさ 

い。ただ留年だけはしないように」 とも。 

当時の高等学院は3年になると文科と理科に 利用して院生と同行，比較的長期間現地に滞在 

クラス分けされ，理科にいたこともあって理工 して指導してもらったこともあった。 

学部へ，そして応用化学を選んだ。燃料系の先 

生は今のアバコ・奉仕園の地に研究室をもち， クエン酸発酵の研究が一段落したこともあっ 

講義は現存している礼拝堂で行なわれていた。 て新たなテーマにも取り組んだ。固定化酵素， 

大坪先生（無機化学）の授業第一声は「学院か 石油系原料からの菌体タンパク（SCP)，新規 
ら来た者は立て！」との叱り言葉であった。本 酵素の開発，独立栄養細菌の機能活用など，多 
部キャンパスには木造校舎も残っていて，冬の くの学生が共に成果をあげてくれた。応用微生 
季節1時間目の講義では教卓脇のダルマストー 物学の分野では新しい産業技術の展開と共に 

ブを取り囲み暖を取ってから授業が始まった。 “醸造”から“発酵”へと新しい用語が誕生し 
開始までの10分，いや時には15分位の石川先 た。そんな思いもあってーつの節目を与える意 
生（化学工学）若かりし頃の苦労話は，ひと 味で‘‘応用生物化学”という言葉を提案したの 

様々な生き方をすることを教えてくれた。 もこの時期であった。 

宇佐美 昭次 

4年での卒業研究は武富先生（発酵・食料化 

学）を選んだ。この研究室には院生が数名おり 

活気があった。1年半程デンプンに関する研究 

を続け，修士1年の夏頃からカビによるクエン 

酸発酵へとテーマを変えた。“よく学び，よく 

遊ぶ”これが研究室の伝統で，早稲田から都電 

の便もあって浅草界隈へも度々出かけた。時に 

は武富先生もお連れしたが，「ウシャミ君（佐 

賀弁）はよく飲み歩いているようだね」 と注意 

されたこともあった。 

早稲田大学理工学部教授 
（昭和30年応用化学科卒・新制5回） 

こうした生活も教員の末席を汚すようになっ 

て多少修正せざるをえなくなってきた。家庭を 

持ったことも一因かもしれない。しかし研究室 

の雰囲気として遊ぶときは遊ぶ，やるときはや 

ると，皆よく頑張ってくれた。当時国内各地に 

は固体法のクエン酸発酵工場が存在しその指導 

を，さらには商社を通じて中国をはじめ東南ア 

ジア諸国にも招かれ助言した。時には夏休みを 

利用して院生と同行，比較的長期間現地に滞在 

して指導してもらったこともあった。 

学内の雑務を経験するようになったのは，学 

生運動でキャンパスが騒然としている頃であっ 
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た。各セクトは色分けしたヘルメットを被り， た。‘‘禁煙キャンパス宣言’'“おおくぼのおいし 

時には彼らは手を組みまた敵対したりして，今 い水”など学生を考える姿勢は常にもち続け 

では想像もできない位荒れ狂ったキャンパスで た。 

あった。 学生定員の非常に多い学科への対応も重要な 

課題であった。入学者を取り過ぎると座席がな 

応用化学科主任（1976 - 1980）のときの懸 くなり教育環境を極端に悪くする。定員の少な 

案は，化学棟（現65号館）建設と教室の人事 い学科とからめて実施し，現在機械は290名 

将来計画をまとめることであった。このキャン （移転時は440名）電気は170名（同240名）と 

パスは設計にあたっての基本理念として51号 なっている。助手の更なる増員にも努力をし 

館の東側（明治通り側）は教育施設とする考え た。 

があって，建設場所をめぐって当時の学部長室 在任中は国の対策として科学技術をもって経 

との対応に苦慮した。 済を再生すべくその実行計画の審議が密度濃く 

行なわれた。私学と国立の制度上の差別の解消 

大学院教務委員（1980~1984）では博士課 を求め,私学の研究力を高め活用するためには 

程の再構築に委員長と共に取り組んだ。社会人 建物施設への補助をすべきであると強く訴え 

を口述試験で受け入れる特別選考制度（今日の た。こんな議論も今は昔の感がある。62号館 

AO入試）の導入を提案したときは入試を不透 E・w棟は補助金を得て完成することができた 

明にすると反対を受けたこともあった。在学生 のである。 

には学費負担の軽減化，また学位取得後社会へ 少子化対策として入試制度改革も重要な問題 

の接続を良くするための助手定員の増員などに であった。答申に基き2001年度から新たな方 

努力した。 法が実施されている。 

大学院教務委員（1980 - 1984）では博士課 

程の再構築に委員長と共に取り組んだ。社会人 

を口述試験で受け入れる特別選考制度（今日の 

A0入試）の導入を提案したときは入試を不透 

明にすると反対を受けたこともあった。在学生 

には学費負担の軽減化，また学位取得後社会へ 

の接続を良くするための助手定員の増員などに 

努力した。 

大学での最終決定機関は評議員会である。学 

部長はそのメンバーとなるが，大学院委員長は 

加わっていない。そこで会議で今では差別用語 

と指摘される発言で総長に食い下がったことも 

あった。 

学部長（1992 -- 2000）への選出はまさに晴 のは身の回りの利益のために行動することであ 

天の群塵であった。その前に学部教務主任を経 る。 

験していたこともあって，内在する問題点はあ 定年は人生をひと区切りする大きな出来事と 

る程度把握していた。 思う。卒業という体験をはじめて味わっている。 

最初の教授会での挨拶では「大学は本来様々 教え子が中心となって私のために何か企画して 

な意見があるべきところで，それがないことは くれることは先生冥利につきる位うれしいもの 

むしろ大変恐ろしい集団となる。多数決が民主 であるが，70歳を過ぎてこれからは何も役立 

主義の表現のーつであるかも知れないが,出来 つことはないと考えると申し訳ない思いが先に 

るだけそのような方法は避け合意形成への努力 たつ。 

をする。それが初心でもあり，信念である」と 武富先生を源流とする研究は木野・桐村両教 

述べた。この考えは8年間貫き通した。 授に引き継がれる。今まで私に与えられたご厚 

キャンパスも移転して四半世紀も経つと様々 情を両先生に与えられんことを念願する。 

な歪みを生じていた。ます施設としては本格的 ‘ (2002. 1. 14) 

な学生ラウンジの建設を提案，明るく見通しの 

よい場所にと注文をつけた。当初52号館屋上 

にと考えたが,消防法規で不可能なことがわか 

り，現在の場所となったのである。一教員から 

地下へとの提案を受けたが我を張らせていただ 

いたが，この議論のなかで声を荒立ててしまっ 

高等学院の生徒となって早稲田とのかかわり 

をもつようになって50年余り，これまでの人 

生の大半をこの大学で過ごしたことになる。私 

は世に言う“根回し’’を好まない性格である。 

独断専行的なところがある。もっとも軽蔑する 

のは身の回りの利益のために行動することであ 
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研究室紹介 

菊地・松方研究室紹介 

菊地・松方研究室は，現在，菊地英一教授， 

松方正彦教授及び関根泰助手をはじめ，博士課 

程学生5名（留学生2 名を含む），修士課程学 

生22名，学部学生18名が所属しています。理 

工学部のある大久保キャンパスの65号館，55

号館，51号館及び早稲田実業高校の跡地であ 

る循環型環境技術研究センターに活動の拠点を 

置いております。 

研究は，触媒化学をキーワードの中心に据え， 

NOx除去のための触媒開発，水素透過メンブ 

レンを用いた膜型触媒反応器の開発，新規高機 

能ゼオライトの開発，ゼオライトメンブレンに 

よる膜反応器の開発，石炭の有効利用プロセス 

の開発，アルカン類の選択酸化のための触媒開 

発，酸素透過膜を用いた反応プロセスの開発な 

どと多岐にわたっております。また，これら研 

究に当たっては，文部科学省・経済産業省をは 

じめ，各種財団や企業，日仏共同研究など多く 

のグラント・プロジェクトに関わって推進して 

おります。 

すべての研究において，その哲学のコアをな 

しているのは，高度に制御された精密な有機・ 

無機化学とこれを用いた斬新なプロセスの開発 

により，次世代のエネルギー・環境問題へのソ 

リユーションを提示していくというものです。 

以下,具体的に紹介させていただきます。 

●主要な研究テーマ 

1. NOx除去のための触媒開発 

窒素酸化物（NOx）による酸性雨や光化学 

スモッグ等の問題が喫緊の解決事項として問題 

になっていますが，とりわけディーゼルエンジ 

ンから排出されるNOxは，既存のガソリンエ 

ンジン用三元触媒やリーンバーン用吸蔵還元触 

媒では除去できず，新たな手法の開発が待たれ 

ています。我々は，イリジウムを珪素のみから 

なるゼオライトに担持した新規触媒が，本系に 

高い活性を示すことを発見しました。珪素骨格 

ゼオライトの細孔が反応を大きく支配している 

可能性があり，今後さらなる構造最適化で実用 

化への道が開けるものと期待されています。 

2. 水素透過メンブレンを用いた膜型反応 

器の開発 

パラジウムは水素吸蔵・透過能があり，これ 

を用いた膜型反応器は，反応と水素の分離を同 

時に行うことで，系全体として熱力学平衡を大 

きくシフトさせることが出来ます。これにより， 

従来では不可能であった高効率水素製造プロセ 

スが可能となります。一例として，燃料電池用 

の充填メディアとして考えられているメタノー 

ルやエタノールは，比較的低い温度（250 - 

300度）で水蒸気により改質され水素と二酸化 

炭素へと分解しますが，従来の触媒系では分解 

の途中で生ずる一酸化炭素と水素のメタン化反 

応によりメタンの生成が問題となっていまし 

た。これを本膜型反応器を用いることで，生成 

水素を系外へ導くことにより，分解転化率の向 

上とメタン化の抑制が同時に達成可能となりま 

す。今後透過量の増加及び作動温度の低下によ 

り大きく実用化への展望が開けるプロセスで 

す。 
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MCM-22 crystal

12-MR pockets

10-MR channel

12-MR supercages
accessed by 10-MR pores

ref) R. F. Lobo et al., MMM, 40 (2000) 9

MCM-22 zeolite(MWWtypり 

3. 新規高機能ゼオライトの開発 

ゼオライトはZSM-5をはじめとして石油化 

学・触媒化学において重要な役割を果たしてい 

るのは周知の通りです。ただ，これまでのゼオ 

ライトは,炭素析出をどう抑制するか，反応に 

おける形状選択性をどう向上させるかと言った 

種々の問題がありました。我々は，ZSM-5を 

はじめ，細孔径のより大きなベータゼオライト， 

水熱安定性の高いUsyゼオライト，新規利用 

Suspension 10 gIl

の開拓が待たれるMCM-41やITQ2といった新 

しいゼオライトについて，DGC法と呼ぶ独自 

の合成法及びアルカ)や酸，界面活性剤を用い 

た新たな処理方法により，これら各種ゼオライ 

トの構造を高度に制御することに成功していま 

す。また，これらを異性化・アルキレーショ 

ン・不均化といった各種反応に適用し，その構 

造が反応の制御に大きく寄与することを明らか 

にしています。 

20 JIm
MFlゼオライト膜の断面顕微鏡写真 表面及び断面 

20 jim
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4． ゼオライトメンブレンによる膜反応器 

の開発 

3．において述べたゼオライト合成及び後処 

理の手法を応用して，我々は新規ゼオライト膜 

の合成及び分離への応用も行っています。ゼオ 

ライトの複次元細孔構造を利用した分離プロセ 

スは，作動温度が200度以下と著しく低い領域 

での運転が可能であるため, これまでの蒸留や 

圧力スイング吸着と言った複雑な分離プロセス 

を，コスト及び装置スケールの面で大きく凌駕 

することが出来ます。一例として，パーベーパ 

レーションと呼ばれるアルコールと水の混合物 

の分離濃縮や，ブタンやキシレンなどの異性体 

分離に応用が可能であることを見いだしていま 

す。 

200 im
前処理を施した石灰石での脱硫後の硫黄分布顕微鏡写真 

5．石炭有効利用プロセスの開発 7．酸素透過膜を用いた反応プロセス 

石炭はその埋蔵量の豊富さから21世紀にお ペロブスカイト等からなる酸素透過膜を用い 

いても発電の為の基幹燃料となりうると考えら た膜型反応器は，メタンの部分酸化による合成 

れます。ただ,硫黄分を多く含む事による燃焼 ガス製造などに有望な反応器として注目されて 
時のSOx（硫黄酸化物）の発生や，灰分による います。我々は，SFCと呼ばれる材料で無機 
燃焼時の焼結・摩耗・閉塞といった種々の問題 非対称膜を合成することに成功しました。非対 
があります。我々は，これら排出を事前に抑制 称膜は，従来の薄膜と違い，片側に高い分離・ 

するためのコールクリーニング技術の開発や， 透過性能を有する薄膜を，もう片側には同一の 
燃焼時の排出挙動の解明及びその抑制のための 材料からなる多孔質体を配置したタイプの膜 
脱硫技術の開発などを行っています。また，埋 で，高い透過性能と強度を併せ持った優れた膜 

め立て用地の減少に伴う廃棄物処理の問題の観 といえます。今後，これら非対称膜を用いた新 

点から，プラスチックのリサイクルやRDFの 規酸化プロセスへの応用が期待されます。 

燃焼といったテーマにも取り組んでいます。 

6. アルカン類選択酸化のための触媒開発 

プロパンやブタンをはじめとするアルカン類 

及び高難度選択酸化のための触媒開発と，その 

ためのプロセス設計も我々はおこなっていま 

す。ブタンの選択酸化においては，マレイン酸 

への選択的転化を，vPo触媒とin-situ redoxタ 

イプの流動床反応器との併用で実現していま 

す。また，高難度酸化のための担持貴金属触媒 

開発としては，これまでの含浸法や共沈法に代 

わる，新規微粒子合成プロセスを経た触媒を調 

製，種々の反応に適用して高い成績を収めるこ 

とに成功しています。 

以上，いくつかの最近の研究テーマについて 

ご紹介いたしました。次に最近の研究室のト 

ピックをご紹介いたします。 

●最近の話題 

1． 循環型環境技術研究センター開設 

早稲田実業高校の移転に伴い，跡地の高度利 

用の一環として，この中に時限付きの研究セン 

ターがいくつか設立されました。その中に，菊 

地教授及び松方教授がコアメンバーとして参加 

している循環型環境技術研究センターがありま 

す。ここは2001年の9月に改装が終了し，そ 

れまで高校の家庭科室だった部屋が，大規模な 

ベンチプラント及びそのための高度な分析装置 
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群のためのスペースとして大胆に生まれ変わり 

ました。現在は企業との共同研究により，石炭 

燃焼後の灰から高機能のゼオライトを流通法で 

合成するプロジェクトが進行しています。分析 

装置も最先端の元素分析から表面観察，触媒能 

評価と言った数多くの装置がそろい，高いレべ 

ルでスムーズに研究が遂行できる体制が整って 

います。 

2． 第3回国際環境触媒会議 

2001年12月には，早稲田大学国際会議場井 

深ホールを中心として，世界中の一流の触媒研 

究者を一堂に集めた第3回国際環境触媒会議が 

菊地教授のオーガナイズにより開催されまし 

た。 5日間にわたる会議では，前述の当研究室 

の研究テーマに関連するような新しい環境触媒 

技術の数々が披露され，国内外から連日多くの 

参加者を集め，大盛況のうちに終了いたしまし 

た。 

このように，菊地・松方研究室は，次世代の 

ための宇宙船地球号の環境改善・ェネルギー保 

持のために，日々新しい技術を生み出し続けて 

います。今後もみなさまの期待に応え，少しで 

も社会，ひいては世界のために貢献できる研究 

活動を進めていく所存です。 （文責松方） 

ナノエ学研究の世界的拠点：COE形成に応化の教員も参加 

ナノテクノロジーは，情報，バイオに続き， 

21世紀の国家戦略のーつとしてその研究推進 

と革新的技術の達成が期待されています。その 

世界的な中核研究の拠点作りに向け，電子・情 

報通信学科の大泊巌教授をリーダーとする理工 

学部の研究チームが選ばれており,応化の教員 

も参加しています（COE01-Waseda)0

COEプロジェクトは，文部科学省が中核的 

研究拠点（Center of Excellence）形成を目的 

として科学研究費補助金（科研費）のプログラ 

ムの中に設置してある我が国最高水準の研究助 

成システムで， 5年間で最高15億円が交付さ 

れます。 

COE01-Waseda は，「ナノ構造配列を基盤と 

する分子ナノ工学の構築とマイクロシステムへ 

の展開」をテーマに，ナノ物性制御，ケミカル 

ナノプロセス，バイオマイクロシステム，ナノ 

理工学基礎の4つの研究グループで組織され， 

M''ktular

Re'ognitLo叫 

SvSlrIl] 

Quaiilu ni

Counputcr

Na 110-叙甘k

Modifica1I

/ ‘ 一 ーー 

1111)、エkros

'J 、」iir.o L11crgy

りt、i'e

大久保キャンパスの既存の研究設備に加え, 

早実跡地に新たに建設されたナノテクノロジー 

研究棟を中心に力強く展開されています。 

ケミカルナノグループは，応化の逢坂教授， 

西出教授，黒田教授で構成されています。分子 

程度の大きさ（ナノメーター10億分の1メータ） 

のナノ構造体を，狙い通りかつ精級に創り出す 

化学プロセスを駆使させて，ユニークなナノ微 

結晶粒，分子組織体，およびメソスケール多孔 

質体を創り出し，またナノスケールでの構造制 

御によって発現するような電子・磁気機能の開 

拓研究を推進しています。さらに，それらを複 

合利用することによって，超高密度メモリデバ 

イスやマイクロエネルギーデバイスなどの新規 

デバイスやマイクロセンサシステムを開発し， 

私たちのいのちと暮らしの質を高めるための環 

境に優しいマイクロシステムの実現を目指して 

います。 （文責】木野） 

COE
Center Of Excellence of

.,li-flenai年 

Memar WASEDA University

alN ano Establishment of Molecular Nabl-Engineering by

Utilizing Nano structure Arrays and

its development into microsystems

rocesa
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職場だより 

1．はじめに 

今回，コニカ（株）の紹介の機会をいただき 

有難うございました。コニカでは，現在23名 

の応用科学科卒業生が各分野で活躍しています。 

1873年の創業以来，コニカは新しい製品の 

開発や未知の領域へ積極的な挑戦を続けてきま 

した。その結果，国産初のブランド付カメラ， 

カラーフィルム，世界初のストロボ内蔵カメラ 

や自動焦点カメラ，「コニカカラー百年プリン 

ト」 など，数多くの世界初・国内初の商品を市 

場に送り出しています。 

21世紀を迎えた現在，社会全体がネットワー 

ク情報社会への志向を強めるなか，当社はこれ 

らの技術力を背景にデジタル化・ネットワーク 

化に対応したイメージングソリユーションカン 

パニーを目指しています。 

当社は1999年6月に4つのカンパニーと4

つの事業グループ及びスタツフグループからな 

る社内カンパニー制を導入しました。 

ここでは，応用化学科の皆さんに関連する部 

門を中心に説明させていただきます。 

2，力ンパニー 

〇コンシューマーイメージングカンパニー 

当カンパニーでは，皆さんにおなじみのカ 

ラー写真感光材料及び機器の製造・販売を行っ 

ており，下記の代表的製品があります。 

・高画質カラーフィルム「CENTURIA」 

・レンズ付フィルム「撮りきりコニカ」 
・「コニカカラ-. 100年プリント」 

・「コニカデジタルミニラボQD21システム」 

かつて「人生の記録」として大切にしまわれる 

ものだった写真は，今や手軽に誰とでも共有で 

きるコミユニケーションツールになりました。 

当カンパニーでは，一般向け写真分野における 

製品・サービスを通して，多くのお客様に感動 

を与えることを使命としています。フィルム， 

印画紙，デジタルミニラボシステム（写真現像 

コニ力（株） 

システム），フォトネットワークシステムなど 

多彩な製品，サービスを提供しています。 

こうした製品，サービスは皆さんにとって身 

近なものであり, コニカとお客様の接点とも言 

うべきポジションに位置しています。当社の企 

業理念「感動創造」 の原点，あるいは基盤とも 

言える領域です。今後はさらにデジタル・ネッ 

トワーク技術の融合で，イメージングがより高 

度で身近なものになることを目指しています。 

〇メデイカル＆グラフィックカンパニー 

当カンパニーでは，医療用ならびに印刷用の 

感光材料及び機器の製造・販売を行っており， 

下記の代表的製品があります。 

・高画質・高感度医療用x線フィルム 

・高精彩デジタル画像出力機 「レーザーイ 

メージャー」 

・高精彩デジタル画像撮影装置「REGIUS] 

・印刷用フィルム 

・フルカラー校正システム「Konsensusj
コニカはx線フィルムの頃から長年に渡って培 

ってきた高画質・高診断画像の技術を基盤に， 

医療用画像の分野で高い評価を得ています。近 

年，診断の精度向上と効率化のため医療用画像 

のデジタル化とフィルム現像処理のドライ化が 

進んでおり，新製品を次々に展開してきました。 

また，デジタルオープンネットワークの流れは 

医療用画像分野に止まらず，医療業務全体の 

ワークフローも大きく変える可能性を秘めてい 

ます。今後は医療用画像の分野に止まらず，医 

療業務全体の視野に立ち，より付加価値の高い 

提案を進めていきます。 

印刷分野でのコニカのポジションの高さには 

伝統があります。おもにプリプレス工程（版 

下・製版・校正・刷版）での機器・材料（フィ 

ルム，ペーパー）の供給を中心に市場でのプレ 

ゼンスを確保しています。印刷業界においても， 

日欧米を中心として急速にデジタル化が進展し 

ており，コニカでもいち早くデジタル化対応の 

カラープルーフを手がけ，市場での地位を築い 

ています。 
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〇オフィスドキュメントカンパニー 

当カンパニーでは，事務用機器および資材の 

製造・販売を行っており，下記の代表的製品が 

あります。 

・ネットワーク対応デジタル複写機「Sitiosj

・デジタルトナー 

・ドキュメントソリューション 

コニカはカメラやフィルムだけでなく，複写機， 

FAX，プリンタを中心とした情報機器分野に 

も積極的に事業を展開してきました。当カンパ 

ニーではこうした情報機器分野で，コニカの持 

つ多彩な先端技術を融合し，他社に先駆けた製 

品を展開する一方, ワールドワイドに営業網を 

展開し，北米市場では一時トップシェアを獲得 

するなど，高い評価を得ています。 

市場はアナログ複写機からデジタル複合機 

へ， さらにはネットワーク・ドキュメントソ 

リユーションへと進化を続けています。当カン 

パニーではこのように激変しているオフィス環 

境を着実にサポートし，ビジネス・コミユニ 

ケーションを進化させています。プリント・オ 

ン・デマンド分野や材料分野など，当カンパ 

ニーの今後の新たな市場はますます広がってい 

ます。 

えず先取りし，常に世界最高の技術で，アグ 

レッシブに行動するカンパニーです。 

あります。 OCDl事業部 

・ネットワーク対応デジタル複写機「Sitios」 当事業部では，カメラ,電子映像機器および 

・デジタルトナー 材料の製造・販売を行っており，下記の代表的 

・ドキュメントソリューション 製品があります。 

コニカはカメラやフィルムだけでなく，複写機， ・レンズ交換式カメラ「コニカHEXAR RF] 

FAX，プリンタを中心とした情報機器分野に ・高性能コンパクトカメラ 

も積極的に事業を展開してきました。当カンパ ・デジタルスチルカメラ 

ニーではこうした情報機器分野で，コニカの持 ・フィルムスキャナ 

つ多彩な先端技術を融合し，他社に先駆けた製 世界経済の停滞下にあって，国内外を問わず出 

品を展開する一方, ワールドワイドに営業網を 荷数量が伸びている数少ない市場，それが 

展開し，北米市場では一時トップシェアを獲得 DSC（デジタルスチルカメラ）市場です。今 

するなど，高い評価を得ています。 後予測される通信技術やデバイス技術の進歩も 

市場はアナログ複写機からデジタル複合機 絡んで，デジタルイメージングビジネスは無限 

へ，さらにはネットワーク・ドキュメントソ の可能性を秘めています。それだけに競合環境 

リューションへと進化を続けています。当カン も厳しく,エレクトロニクスメーカー，PC
パニーではこのように激変しているオフィス環 メーカーなどがそれぞれの強みを活かして市 

境を着実にサポートし，ビジネス・コミュニ 場に参入してきています。コニカでは，長年培 

ケーションを進化させています。プリント・オ ってきたカメラ設計技術や画像処理技術，光学 

ン・デマンド分野や材料分野など，当カンパ 設計技術をベースに，他社にはないDSCを開 

ニーの今後の新たな市場はますます広がってい 発しており，この市場での優位性を確保してい 

ます。 ます。さらに，コンシューマーイメージングカ 

ンパニーとの連携の下，インプットからアウト 

〇オプトテクノロジーカンパニー プットまでのトータルなデジタルイメージン 

当カンパニーでは，光学技術応用機器および グ・ソリューションの実現に向けて開発を進め 

部材の製造・販売を行っており，下記の代表的 ています。 

製品があります。 

・CD・DVD用非球面プラスチック対物レ 〇lJT事業推進センター 

ンズ 当センターでは，プリンターヘッド,インク， 

[3.5インチディスクドライブ」 出力メディアの製造・販売を行っており，下記 

・カメラー体型VTR用レンズユニット の代表的製品があります。 

オプトテクノロジーカンパニーは，カメラ用レ ・写真画質イ ンクジェッ トペーパー 

ンズの研究開発部門が，光デイスク時代の到来 「PhotohkeQP」 

を予測し，時代に先駆けビジネスチャンスをつ ・「ロールタイプフォト光沢紙」 

かもうと設立されました。研究開発の方向を絞 ・「コニカインクジェット捺染システム」 

り込んだ結果，1982年にはカメラー体型VTR l999年10月，当社の戦略事業分野と位置付け， 

用ズームレンズ，1984年にはコンパクトディ それまで各事業部門で個別に開発を続けてき 

スク用の非球面プラスチック対物レンズの商品 た, インクジェッ・トに関する事業を統合しまし 

化に成功しました。その後，さらにM0（光磁 

気ディスク） ドライブを加え，今日の当カンパ デジタルカメラの普及と共に，写真画質のイ 

ニーの基盤を確立してきました。 ンクジェットプリンターが当たり前のように使 

特に,光ディスク用のレンズは70％近いシェ わていますが，インクジェット技術はそれに止 

アを獲得しており，現在の月当りの生産，販売 まらず，もっと奥行きと広がりを持っており， 
量は3千万個を超えています。市場ニーズを絶 当社はヘッド，インク，メディア，機器の何れ 

0IJT事業推進センター 

当センターでは，プリンターヘッド,インク， 

出力メディアの製造・販売を行っており，下記 

の代表的製品があります。 

・写真画質イ ンクジェッ トペーパー 

[PhotolikeQP] 

・「ロールタイプフォト光沢紙」 

・「コニカインクジェット捺染システム」 

1999年10月，当社の戦略事業分野と位置付け， 

それまで各事業部門で個別に開発を続けてき 

た, インクジェヅトに関する事業を統合しまし 
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の分野にも強みを持っています。 が，高度な要求に応え， 

写真画質のインクジェットペーパーは写真印 てしていただける証明写 

画紙と同等の支持体を用い，コニカ独自の同時 新開発のデジタル証彫 

多層コーティング技術を駆使し，写真並みの鮮 1」 は，写真撮影スタ 

やかな色再現と豊かな譜調性，シャープな切れ フオトカプセルに応用1
味を実現したものです。 自然で美しい仕上がりを 
また，A0サイズ出力8分とクラス最速を誇 の高精細デジタルカメラ 

るラージフオーマットインクジェットプリン キレート技術による世与 
ターは8色カラーインク，新開発ピエゾヘッド 時間など， トップ企業な 

などコニカならでの新技術を満載し，大判ポス 

ターやディスプレイなどのニーズに応えていま 3.スタッフグループ 
す。 

〇電子材料事業部 コニカは企業活動と地球環境との調和を経営 

当事業部では，液晶ディスプレイの基幹部材 の最重要事項のーつととして捉えています。開 
である，液晶偏向板に不可欠なTAC（トリア 発，生産，物流からお客様使用時，回収, リサ 
セチルセルロース）フィルムの開発，製造に取 イクルに至るまで全てのプロセスにおいて,環 

り組んでいます。コニカが誇る，銀塩カラー 境に配慮した最新技術を導入し，グループ全体 

フィルムの開発・製造で培った技術力がここで で積極的に環境問題に取り組んでいます。 

も基礎技術として生きています。 これらを統括及びサポートしているのが，環 
TACフィルムは，高精細な画像を要求され 境安全推進室です。環境方針の立案を始め，地 

るディスプレイに使用されるため，高度な品質 球温暖化，廃棄物の処理など多くの環境問題に 
が要求されます。当事業部では，2000年に世 対応するために，専門のスタッフが活動してい 
界初のTACフィルム専用工場を神戸に建設し ます。コニカ製品に使用される化学物質の安全 

ました。ここでは，高い生産技術とノウハウか 性をチェックすることはもとより，近隣住民の 

ら生み出された溶液流延製膜という特殊な製法 方々や従業員の健康と安全への配慮に至るまで 

を用いてフィルムが製造され，高度な品質基準 トータルな管理体制を維持しています。また， 

をクリアし，市場で高い評価を得ています。 環境会計，環境報告書の公開や社内への環境教 
現在この市場は，年率20 -30％の割合で拡 育・啓蒙も重要な役割となっています。 

大しており，これからもその需要は益々拡大し 

ていくと思われます。当事業部では，まずはこ 〇中央研究所 

の市場でナンバーワンになるために全力をあ 製品を研究・開発する開発部門は各カンパ 

げ，それをテコにさらなる新規製品の開発，新 ニーの所属となりますが，コニカ全社の研究機 

規分野への進出を目指しています。 関として中央研究所があります。 

中央研究所は各種事業支援のための研究開 
0lD事業推進室 発，将来の新規事業につながる研究開発や各事 
当室では, IDカード機器および資材の製 業分野に関わる共通な要素技術・基盤技術の研 

造・販売を行っております。 究開発を担当しています。コニカは伝統ある銀 

コニカが日本における証明写真システム 塩技術を基盤に，常にその時々の最先端技術を 
（フォトカプセル）のトップ企業であることは 積極的に取り込んできました。情報イメージン 
意外と知られていません。証明写真は進学，就 グの市場は，アナログからデジタルへの技術革 

職，各種資格・免許，パスポート取得など，社 新を急速に遂げています。 

会生活において不可欠なものです。それだけに 当研究所では単に光学機器にとどまらず， 
自分自身をアピールする手段として，高いクォ ファインケミカル，オプトエレクトロニクス， 

リティが要求されています。コニカの撮影技術， メカトロニクスなど幅広い領域の技術をインテ 

デジタル技術を始めとする種々のテクノロジー グレートし，「スピード」「提携」「ネットワー 

が，高度な要求に応え，お客様に心から満足し 

てしていただける証明写真を提供しています。 

新開発のデジタル証明写真システム「KD -

1」 は，写真撮影スタジオのライティングを 

フォトカプセルに応用した画期的な製品です。 

自然で美しい仕上がりを可能にする330万画素 

の高精細デジタルカメラの採用，コニカフォト 

キレート技術による世界最速23秒のプリント 

時間など， トップ企業ならではの自信作です。 

〇環境安全推進室 

コニカは企業活動と地球環境との調和を経営 

の最重要事項のーつととして捉えています。開 

発，生産，物流からお客様使用時，回収, リサ 

イクルに至るまで全てのプロセスにおいて,環 

境に配慮した最新技術を導入し，グループ全体 

で積極的に環境問題に取り組んでいます。 

これらを統括及びサポートしているのが，環 

境安全推進室です。環境方針の立案を始め，地 

球温暖化，廃棄物の処理など多くの環境問題に 

対応するために，専門のスタッフが活動してい 

ます。コニカ製品に使用される化学物質の安全 

性をチェックすることはもとより，近隣住民の 

方々や従業員の健康と安全への配慮に至るまで 

トータルな管理体制を維持しています。また， 

環境会計，環境報告書の公開や社内への環境教 

育・啓蒙も重要な役割となっています。 
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ク」をキーワードに夢のあるクリエイティブな 路図など）を守り,他社の知的生産物に関する 

ソリューションを提供し続けています。 権利を侵害しないように活動しています。 

当部門は技術と法律にまたがる高度な知識， 

〇知的財産部 そして外国の法制度の理解や語学力を駆使し 

企業間の競争激化と，技術の急速な発展によ て,他社との交渉や論争にも臨む，極めて専門 

って，今や市場に置いて競争優位を維持するた 性の高いスペシャリスト集団です。 

めには，知的財産権の維持・管理と，それを武 

器にした経営戦略が不可欠です。知的財産部は， 4.おわりに 

コニカが創り出す知的生産物（技術的発明,デ 

ザイン， トレードマーク，半導体集積回路の回 当社は，デジタル化・ネットワーク化に対応 

東京事業場（日野） 

東京事業場（ハ王子） 

当社は,デジタル化・ネットワーク化に対応 

した画像出力の材料を中心としたビジネスへ方 

向転換しています。さらに，インクジェットや 

電子材料を始めとする新規事業分野にも積極的 

に取り組んでおり，今後も応用化学科の学生の 

皆様に活躍していただく場が多くあります。 

紙面の都合で全てを紹介できませんでした 

が，当社に興味をお持ちの方は下記アドレスに 

アクセスしていただくようお願いいたします。 

(http】ノノwww.konica.co.jpノ） 

三誓ニ， 

小田原事業場 

当社の応化出身者（士文責） 

氏 名 現所属

瀧口 秀樹 MG開発センター 

安斉 秀行 IJT事業推進室 

小林 茂 MG開発センター 

小森田和夫＊ MG生産センター 

嶋崎 博＊ CM開発センター 

長井 久 小田原生産センター 

吉川 武 MG生産センター 

稲垣 隆朗 MG生産センター 

加藤 久人 IJT事業推進室 

千葉 洋子 コニカテクノサーチ 

松島 重夫＊ 知的財産部 

藤本 信吾 ODサプライ開発統括部 

現所属 

CI技術センター 

氏 名

杉田 修一 

CM開発センター 

CM生産部 

小田原生産センター 

CICS統括センター 

ODサプライ開発統括部 

中央研究所 

CI技術センター 

電子材料事業部 

PM開発センター 

MG開発センター 

伊東 峰子 

木村 耕 

今井 俊一 

佐々木敬一 

北原 洋子 

岡田 尚大 

片岡恵美子 

藤花憲…郎 

波木井 健 

三好 正紀 

夫
＊
 

朗

人

子

夫

吾

 

茂

和

博

久

武

隆

久

洋

重

信

 

田
 

林

森

崎

井

川

垣

藤

葉

島

本

 

小

小

嶋

長

吉

稲

加

千

松

藤
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実社会へ巣立つ後輩へI

今日も一日ありがとうこざいました 

私などの出る幕ではないのですが, 40年近 

い会社生活で折角得られた教訓を後輩の人達が 

活用してくれたら，卒業以来何の貢献もできな 

かった教室や大学に少しは恩返しができるかも 

しれず,「前向きに取り組むことは実社会でも 

大切だったはず」との想いで，機会を与えて下 

さった編集者に感謝しながら拙文を書き始めま 

す。一つでも「得るところがあったよ」 と言っ 

ていただければ望外の幸せです。 

いきなり哲学的になりますが「私は何のため 

に生きているんだろう」 と考えたことはありま 

せんか？ 人生の目的です。毎日そんなことを 

考えていたらやりきれませんからフウーと空白 

の時間があったらどうぞ。 

でもあなたが飯の種にする仕事の目的とそれ 

を達成するための計画はしっかり考えて下さ 

い。仕事が楽しくて仕方がない時も落込んでい 

る時もです。毎朝仕事を始める前に 「今日の仕 

事の目的と計画はどうだったかな」とチェック 

して下さい。 

計画には長期・中期計画に加えて短期実行計 

画もあります。計画は実行一見直しーまた実行 

で初めて好結果が得られます。一時代古い品質 

昭和38年応用化学科卒・新制13回 

東洋レーョン（現東レ）（株）， トーレ・シリコーン 

（現東レ・ダウコーニング・シリコーン）（株）,Dow

Corning Europe, Dow Corning Asia などに勤務。 

2000年2 月退職。 

E-mail : tstakano@aol.com

高野 敏明 

管理手法にPDCA (plan do check action）とい 

うのがありましたが今でも通用するのではない 

でしょうか。 

実社会へ出て何か仕事をするとき大切なこと 

はーつ上のポジションにいるつもりで仕事をす 

ることです。良い仕事ができますよ。他方，あ 

なたが組織全体という機械の一部品であるとい 

う認識で役割を果たすことも責務です。縁の下 

の力持ちも必ず何時か評価されると信じてくだ 

さい。誰も見ていないと思っても絶対に見てい 

る人が一人います。それは自分自身です。自分 

の良心に恥じない行動を。人間，性善説であり 

たいですね。 

だから「克己，努力」しましょう。人間はど 

うしても精神的に肉体的に楽であることを求め 

ます。己に克つ強靭さが不足する人は，時と場 

合によりますが，自分の目標や約東を公表して 

しまう，という手法も使えます。 

突然，新宿歌舞伎町の雑居ビル火災の話題に 

入ります。何を言いたいかというと「危機管理」 

です。各フロアーの借主（管理者）が火災発生 

時の避難路確保と誘導方法を確立していればあ 

のように多くの犠牲者を出すことはなかったは 

ずです。もっともマニュアルだけで，いざとい 

うときに対策が機能するように訓練をしておか 

なければ「仏作って魂入れず」 になってしまい 

ますけれど。 

あなたが学究者であれ，どんな産業のどの職 
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業につく人であれ，あるいはもっと広げて家庭 〇良き指導者を見つける。世に伯楽ありて千里 

にあってさえ，この危機管理を決して忘れない の馬あり。 

で下さい。それはあなた自身だけでなくあなた 〇継続は力なり。中断しないことが推進力につ 

の家族を，友達を,会社をそして場合によって ながります。 

は日本の国さえ守るでしよう。 〇謙虚。稔るほど頭を垂るる稲穂かな。 

〇そして，健康であること。健康は何にも勝る 

周囲の事象に興味を持ちましょう。生活の糧 宝物です。 

を得る専門知識を中心の柱とすれば常識や趣味 

はそれを支える周りの柱です。趣味が深まって 自分自身のモットーに加えて先人の名言も行 

専門的になればこれも主要な柱になり構造が強 動指針に加えましょう。最近ある先生が紹介し 

化され，その人の能力が向上します。柱の数を て下さった印象深い言葉をーつ。 

増やす力は好奇心，柱を太く長くする力は向上 「失敗者とは大失敗をした後でその経験を生 

心です。常に好奇心と向上心とを持って人生を かせなかった人のことである。」 

楽しく,人からは頼りにされるようになりたい これを知れば果敢に行動できますね。 

ものです。 

皆さんが部下を持ち，あるいは周囲への影響 

力が大きいポストについたら自分の足で現場に 

出て事実を確認することを心がけて下さい。そ 

れができない場合は現場の真の情報が得られる 

仕組みを作ってください。 

イエスマンばかりを自分の周りに集めてはい 

けません。それは結局自分と自分の周りの人々 

を不幸にしかねないのです。 

これから現役を退くまで仕事に追われて眼力 

を失いかけることがあるかもしれません。時に 

は息抜きが必要です。例えば山を眺め，海を眺 

め大自然の偉大さを虚心坦懐に感じとって本来 

の自分を取り戻しましょう。 

与えられたスペースが残り少なくなりまし 

た。座右の銘のつもりで，こうありたいと思っ 

ていた，今も思っている，いくつかのフレーズ 

を列挙します。 

〇常に感謝の気持ちを。「ありがとう」を口癖 

に。恩恵にだけでなく今の状態に居られるこ 

とに感謝。この随想の表題の所以。 

〇常識を働かせた行動を。ルール・約東を守り， 

ちょっとした気配りを。 

〇相手からの発信を敏感に受信する。 

相手は人であったり，ものであったり。 

〇ー人は皆のために，皆は一人のために。 

家族，仕事の仲間，友達，・・・ 

〇楽あれば苦あり。人生あざなえる縄の如し。 

人間万事塞翁が馬。 

それにしても21世紀最初の年は同時多発テ 

ロ，えひめ丸事故，不景気などなど，多事多難 

でした。皆さんの若く力強いェネルギーでより 

良い国，より健全な世界を創って下さい。皆さ 

んはいよいよ早稲田大学という波静かな湾の中 

から実社会という大海原へ出帆です。穏やかな 

海，荒れた海，長い航海を乗りきるために拙文 

が少しでも力になれることを願ってペンを置き 

ます。最後までお付合い頂きありがとうござい 

ました。 

今日も一日良い日でありますように。 
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実社会へ巣立つ後輩へ II

貿易立国から技術立国へ 

はじめに 

4 月から実社会での活躍の場を得られた，21

世紀を担われることになる皆さんに心よりお慶 

び申し上げます。事務局の方からのご依頼に商 

社マンの常でしょうか，つい 「やりましょう」 

と言ってしまった手前，ここに，皆さんに小生 

の30年の実社会での経験を踏まえ，今思って 

いることをメッセージとして御送りさせて頂く 

ことになりました。 

化学の世界では2年連続で日本人研究者がノ 

ーベル賞を受賞されました。地道な研究が見事 

大輪の花を咲かせたわけです。日本の研究者も 

大いに誇って良いと思います。しかしながら， 

欧米では大変多くのノーベル賞受賞者が出現し 

ており，その研究の数や内容・規模も日本を圧 

倒的に陵駕しており，また実際に産業界におい 

てそれら独創的な研究成果が実践的に利用さ 

れ，産業として大きな業績を残してきておりま 

す。研究の成果をいち早く実際に利用できる技 

術に取り入れ，それを個別の事業化に結びつけ 

新製品を作り出しています。それを受け入れて 

いく顧客や市場の大きさがその背景にあるので 

昭和47年 応用化学科卒・新制22回 

同年4 月総合商社丸紅株式会社化学品部門入社 

以降インドネシア（ジャカルタ），タイ（バンコック）, 

シンガポールの3 カ国で化学品やエネルギー関連の営 

業業務，関連会社社長などを歴任し2000年5月帰国。 
2001年4 月より 化学品部門部長ーバイオ担当として 

バイオ関連の新規事業開発に取り組み，現在に至る。 
53歳。 

瀬川 育雄 

はないかと思います。最近，日本でも産官学連 

携が盛んに叫ばれ，実践的な技術の利用につな 

がるような研究開発を推進し，主な大学や地域 

の自治体が中心となってTL0等の技術発信基 

地を発足させるなど，漸く腰を上げてスタート 

したと言えます。今後，この流れはどんどん加 

速され，予想以上の成果を生み出していくもの 

と期待していますが，その為には一人一人の技 

術革新・実践化への意識変革が求められてくる 

と思います。化学は新しいものを作り出す錬金 

術です。地球環境の整備や保護が叫ばれている 

現在，その安全性を求められるなど，多少逆風 

を受けている存在といわざるを得ませんが，人 

間に役立つものを新しい手法で作り出す力は化 

学をおいてないといっても過言ではないと，信 

じております。ヒトに・地球に・そして地球上 

のすべてのものに対して役に立つ・便利なそし 

て優しいものを提供し続けることが化学の持っ 

て生まれた宿命であり，これからは特に重要な 

使命であると思います。その化学を学ばれた皆 

さんには，この事を是非，大切に，心に銘じて 

実社会でご活躍されることを祈念しておりま 

す。 

バイオの世界との出会い 

丁度2年前の3月に，駐在先のシンガポール 

で食道がんが発見され，直ちに帰国の上某大学 

病院での10時間に及ぶ大手術の結果，運良く 

百死に一生を得ることが出来ました。術後辞令 

により本帰国，抗がん剤治療の為週一回通院し 
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ながらの職場復帰となり，一年近く経過した後， 

昨年の4 月から現職に就いております。心ある 

上司と職場環境に恵まれたおかげもあり,営業 

マンとしての生活や関連事業会社の第一線から 

身を引いたものの，新たに発足したバイオチー 

ム担当として，心新たに業務に励んでいる毎日 

です。今までのトレードや営業投資案件とは全 

く違う,新しい取り組みですが，現在日米欧を 

中心にシーズ探求から創薬製造までの幅広い領 

域で投資や事業化支援，製品の取り扱いなどを 

目指し活動をしております。既に日米で基礎研 

究から創薬に結びつくベンチャー企業までの数 

社に出資し，次なる出資・提携先を探求してい 

る毎日です。スタッフには，商社でもまれな人 

材である化学系の大学院修士出身者やポスドク 

数名を擁し，専門技術を精査，情報の飾い分け 

を行い，投資・支援先の選定作業を行っており 

ますと共に，米国では大学でのインキュベー 

ション事業にも取組んでいます。病気をしなけ 

れば，そして運良く生き延びなければ決して出 

会うことのなかった職場であり,天が授けてく 

れた絶好のチャンスと思い，バイオ関連の専門 

書を手元に置き，楽しい勉学の日々を過ごして 

います。大分頼りのなくなった記憶力・理解力 

に鞭打ちながら，今迄のどの時代よりも多くの 

勉強をしているのではないかと思っています。 

人間何処に転機があるか分かりません。 

一口にバイオと言っても大変幅広く・奥深い 

ものです。遺伝子医療等の医療技術・医薬品開 

発・食品・農業・環境関連などおよそ人間の生 

活に関連している種々の産業において，今後加 

速度的にバイオの新技術が生かされ，新しい手 

法が生まれてくるものと想像できます。中でも 

新しいコンセプトの医薬品の開発については副 

作用のない，特定の病原遺伝子やたんぱく質を 

攻撃のターゲットとした効率の良い新薬の開 

発一上市が急がれています。病気の原因遺伝 

子・関連たんぱく質の機能・構造・相互作用の 

解析が急務であるとともに，特定の相手を攻撃 

する化合物やたんぱく質の同定・合成・製造が 

その次に大きな課題となります。この研究開発 

では当然化学者の役割が大きな飛躍を導いてく 

れるものと思います。 

―貿易立国から技術立国へ一化学出身者への 

期待 

小生は縁あって応用化学科を卒業したあと， 

商社マンとなりました。当時日本は輸出によっ 

て多くの外貨を獲得し国力を増強する「貿易立 

国」を目指しており，商社はその中で花形でし 

た。勇猛果敢に欧米をはじめ東南アジアや中南 

米，アフリカまで日本製品の売込みに奔走し， 

またその実績を上げました。本当にバイタリテ 

イー溢れる時代でした。並み居る外語大出身の 

語学の俊英や商系出身の営業の素質優秀なる連 

中と伍して，海外での営業活動や駐在業務を達 

成してきたと自負しています。しかしながら， 

30年たった今の日本は事情が大いに違います。 

中国や東南アジアなどで競争力のある製造拠点 

が築かれていき，日本での製造業空洞化現象が 

明確になってきており，日本の製造業は今迄と 

は全く違った動きをする必要があります。日本 

としての競争力を発揮し国力を維持していく大 

きな拠り所は真似の出来ない独創的な革新技術 

の発明とその発明による新製品の開発・絶ゆま 

ぬ製品開発の努力ではないかと思います。ニー 

ズに対し迅速的かつ専門的に対応する能力とい 

うのは応用の眼・頭を持った技術力がないと出 

来ません。個々の人間がニーズに応えそれを開 

発していく力を持つ必要があります。皆さんが 

中心となって担って行かれる時代は20年後の 

2020年頃かと思いますが，様々な分野で大変 

なスピードで技術革新が進み,製造業は全く違 

った形を取り，全くコンセプトの違う製品を作 

り出していると確信しております。 

小生は今後もバイオ関連の新規事業開発に遭 

進して行くつもりです。 

是非，皆さんは独創的な新しい革新技術で 

「技術立国」を目指し21世紀に花開く，新しい 

強い日本を作っていって頂きたいと思います。 
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会員のひろば 

仲間とのコルフ 

鱗 
菊池 淳 日商岩井（株）OB 日商岩井ガス（株）前代表取締役社長 

（昭和32年応用化学科卒・新制7回 山本，森田研） 

2001年10月第10回応化会ゴルフコンぺ 優勝者横溝清治君 

応化会ゴルフメンバー，写真の前列左から 

今泉徹（ニッピ0B)／桑原博昭（東京理化機械）／大庭敏郎（日産化学OB)／板垣問（丸吉紙工業OB) 

横溝清治（三菱石油OB)／今泉夫人／菊池夫人 

後列左から 

筆者（菊地淳）／高木栄治郎（日本冶金工業OB)／佐々木幹幸（東洋ファイバーOB)／長谷部嘉彦（横 

浜ゴムOB)／山田茂（東燃OB)／丸茂薄（昭和石油OB)／神田隆二（北海道精糖OB)／福原洋一（三 

菱ガス化学OB)／原田英生（旭電化08)／大越博（新日鉄化学OB)／福田公夫（セメダインOB) 

当目欠席者 

大谷真夫（三井東圧OB)／中川文博（三菱石油OB)／原田精重（昭和電工0日） 

平凡な隠居生活を送っている私に突然の執筆 

依頼で大変戸惑いましたが，応化時代の仲間と 

楽しんでいるゴルフを題材にすることにしまし 

た 

私は卒業とともに日商（現日商岩井脚）に入 

社しましたが直ぐ上司から「お前痩せて青白い 

からゴルフでもやれ」と言われました。前年カ 

ナダカップに日本が優勝し第一次ゴルフブーム 

が来てその上司も夢中になっていた為です。こ 

れが動機ですがいかにも当時の商社らしいです 

ね。更に翌年に友人がゴルフ練習場を開場し， 

招かれ初めてクラブを握り，打ってみました。 

従って現在まで44年という長いゴルフ歴です。 

オフイシャルハンデは14になったものの生 

来の鈍い運動神経のせいか上達はおろか，今で 

は実質20以下で低迷しています。 

私は日商岩井で早くからLPGの関係会社設 

立に関与し出向し，定年を迎えた後もそのまま 

在籍し，満65歳で相談役を辞し完全にフリー 

になりましたが，その前の5年ほども後継者が 

育ったので比較的自由に自分の時間がとれる有 

難い立場でした。 

その頃既に定年を迎えていた神田隆二君（北 

海道精糖0B )，松田誠一郎君（東燃OB，故 

人）が入会していたカントリークラブに私と家 

内も入会し大いにゴルフを楽しもうやというこ 
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とになりました。途中松田君は残念ながら病魔 

に冒され帰らぬ人となりましたが，神田君とは 

今でも毎週1回はプレーし，年間の勝敗で負け 

た方が一席設けることになっています。残念な 

がら毎年私がご馳走する立場を続けています。 

この4 人の集まりを母体として昭和32年卒 

の仲間に呼びかけ,年2回一泊で宴会を兼ねた 

ゴルフコンぺを行っています。 

昨年までに既に10回開催しました。 

メンバーは現在21名（内夫人2名）でクラ 

スメートの約30％の高い参加率です。 

前夜のお座敷宴会では浴衣でくつろぎ，翌日 

の馬券を含めた予想もさることながら，昔話や 

広範な話題でアルコールが進み，あっという間 

に3時間，4時間と経ってしまいます。 

特別の2, 3名を除き腕前はあまり高くなく， 

平均100 - 110というところですがとにかく皆 

和気謁々楽しく元気でプレーしています。 

あと2年程でメンバーの平均年齢は70歳を 

突破しますが，本当に皆がゴルフで健康を維持 

し，この楽しい会がずっと続くことを念願して 

やみません。 

また他の年度でこのような集まりがあるなら 

ば是非一度交歓会を催したいものです。 

ゴルフとは別ですが，我々32年卒組はまだ 

現役で活躍している者もおりますが，福祉，教 

育，地域などでのボランティア活動に従事して 

いる感心な仲間も数名います。また30人のメ 

ールアドレスが登録されており，お互いの意見， 

情報が活発に交換されています。 

2 人の早逝された方，3人の成人病で亡くな 

られた方がいますが，後は皆元気でそれぞれの 

人生を楽しんで居られるし，年1回の大隈会館 

でのクラス会はこれ皆の楽しみのひとつです。 

ら、・から、り、ら、t，、・り、ぐ’り、こ，、こ，、こ，、こ，、・か‘か‘り、（り、‘か‘い‘い‘り叫叫、●、ら、・与し与、ぐ●、t万、どり、ら叫叫叫、●、どり,、ら、ら叫、り、・か‘●、「、・り、どい 

希少疾病用医薬品開発のある経験 

相馬 威宣 

S. 38. 4に武田薬品に入社，西宮市夙川にあ 

る独身寮に入寮した。同窓商学部卒の1年先輩 

と同室で，会社の幹部の心遣いを感じた。長谷 

川肇先生のご指導で卒論に有機合成化学を専攻 

したので中央研究所に配属された。二化娯虫用 

殺虫剤の工業化研究による社長表彰，B社との 

ペニシリン訴訟の技術的支援，阪大産研で石丸 

寿保教授による有機合成化学のご薫陶を受け， 

瞬く間に10年が過ぎた。その後，医薬品開発 

部門に異動した。私の実家が寺であることから， 

時に‘‘坊主丸儲け，くすり九層倍”などと那捻 

されもしたが，私が関与して当局の認可を受け 

て上市された製品は，20を超え，多少とも医 

（元）武田薬品工業（株）医薬開発本部部長 

（現）清水製薬（株）研究開発本部東京開発センター室長 

（昭和38年応用化学科卒・新制13回） 

2002. 1.撮影 孫娘（2歳）と本人 
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薬品製造企業のーつの使命である利益貢献がで 日以内に本薬物と抗菌薬との併用治療で毒素が 

きたと思う。 本薬に吸着され体外に排池，治療が可能となる 

医薬品製造企業のもうーつの使命に社会貢献 ことが判かった。この貴重な経験は，転勤後も 

がある。希少疾病用医薬品を開発することもそ 生かされている。 

のーつであろう。希少疾病用医薬品とは対象患 臨床試験を進める上で“患者さま”のイン 
者数が5万人未満で,医療上，特にその必要性 フォームドコンセント（十分な説明と同意）が 
が高く（代替治療薬がないか又は既存医薬品と 必須であり，希少疾病用医薬品のように代替治 

比較して著しく有効性若しくは安全性が高く）， 療薬がないものであっても時にはその有効性・ 

開発の可能性（当該医薬品を使用する理論的根 安全性を確認するためにはプラセボ（内服薬で 

拠及び開発計画の妥当性）が高いとの基準に合 は乳糖，注射薬では生理食塩液等）の対照群を 

致するものを中央薬事審議会の審議を経て厚生 設ける必要がある。 

労働大臣が指定するものである。したがって， 平成9年3月に薬事法が改正され，治験を進 

患者数が少ないため，企業は利益を度外視して める上での遵守すべき基準，すなわち，医薬品 

早期承認を取得し，社会に貢献することが使命 の臨床試験の実施の基準（Good Clinical
になる。 Practice) が国際基準並みに整備され，有効 
今まで26年間の医薬品開発経験のなかで, 性I安全性の担保となる資料の保管を含めて治 

ある希少疾病用医薬品の貴重な開発経験をお知 験の責任は，ほぼ企業にゆだねられ，関与する 

らせしたい。 医師及び医療関係者は治験実施計画書を遵守し 
1996年大阪府堺市で腸管出血性大腸菌 て治療を行うように義務付けられた。従来のよ 

(Ecoil O-157:H7）による世界最大といわれる うには治験が進まないとの声が同業各社から聞 
集団食中毒事件があった。1万人を超える人た こえてくるが，これが医薬品開発の本来の姿で 

ちが被害を蒙った。当時，厚生省は，対策に苦 あり，今後は，明らかな証拠に基づいて評価さ 
慮していた矢先，カナダのある企業から0-157 れた薬剤が市販され，それらの医薬品による治 

の毒素を吸着する薬物の紹介があった。当局の 療（Evidence-Based Medicine）が行なわれる 

要請もあり社長の決断で開発することになり， ことになります。現在のわが国の長寿は，優れ 

私がリーダーに指名された。通常，企業独自で た多数の抗菌薬の開発と国民皆保険制度による 
の指定申請作業は少なくとも1年以上の折衝期 といわれているが，構造改革の一環である医療 

間が必要であるが,その薬剤は，当局及び53 制度改革が本年実施される予定で，消費者，医 

歳の若さで故人となられたべロ毒素研究班班長 療経営者，製薬企業が新たな意識改革を迫られ 

の竹田多恵先生（国立小児病院感染症研究セン ることになるが,写真に写っている孫の代には 

ター感染症研究部長）の絶大なるご支援をいた 日本発の優れた医薬品が続々と国際市場で活躍 
だき，同社との契約締結から4 カ月で厚生大臣 できるように読者の皆様も，新薬の開発には事 

（当時）の指定が得られた。 前の臨床試験による有効性・安全性の評価が必 
腸管出血性大腸菌感染症は5月から9月が好 須であることをよくご理解の上，機会があれば 

発時期で，かつ，発生地区が特定できないので ボランティア精神を発揮して新薬開発にご協力 

迅速な試験開始のために治験依頼先（各都道府 いただければ幸いです。 

県から少なくとも1医療機関，約100医療機関） 

のマスコミへの公表や各施設の院内治験審査委 

員会の早期開催を促す書面の配布等，当局の格 

別のご支援を受けた。当然のことながら，企業 

側は，全国の依頼施設との契約締結，患者発生 

の緊急連絡への対応を休日返上で行った。当該 

疾患には早期診断と早期治療が必須であること 

から，糞便中のべロ毒素（現在は志賀毒素）を 

感知する検査キットを用いて対象患者を特定 

し，十分な症例が確保できた。感染発症後，3
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雑感 

山中 悦二 

卒業して32年が経ちました。卒研は佐藤研 

に配属され，多田研（化学科）でお世話になり， 

多田先生には有機化学・実験をーからご指導頂 

きました。又，故佐藤先生には温かく見守って 

頂いた事を懐かしく思い出します。 

1970年3 月に卒業し，千葉大薬の修士課程 

を修了後，薬化学教室（坂井先生）でアルカロ 

イドの化学的研究に従事し，13年の助手生活 

を経て大鵬薬品の子会社（原薬製造）に就職し 

ました。会社は児玉（埼玉北部）にあり，高崎 

線の本庄に住んでおります。ここにはご存じの 

ように早稲田の高等学院がありますが，2年後 

には新幹線の駅もでき，早稲田の研究関連施設 

ができる計画と聞いております。 

本庄は小さな町ですが，住み慣れてみると周 

りは山に近く，車で少し走れば散策が楽しめる 

絶好の場所です。今まで訪れた観光地を，もう 

一度ゆっくり散策してみようと考えるようにな 

ったこの頃です。子供もたまにはつき合ってく 

れますが，通常は妻と二人で出かけています。 

小さかった子供をつれて出かけていた時とは， 

同じ景色も違って見えたり楽しめたりできるも 

のです。休みの日，朝の天気をみて気が向くま 

まにでかけていますが，驚くのはどこに行って 

2001.6.3 谷川岳一の倉沢 

大鵬薬品工業（株） 国際業務部 

（昭和45年応用化学科卒・新制20回） 

2001.8. 29 新穂高 

も人が来ていることです。昨年，急に思い立っ 

て朝早くに谷川岳のーの倉沢に行ってみて，そ 

の眺めの雄大さには本当に驚きました。登山を 

する人には笑われるでしょうが，自分なりに自 

然を楽しんでおります。 

この5年，両親の介護でほぼ毎週，実家に通 

っています。介護システムも予想以上に進展し 

ているように思いますが，個をいかに大切に考 

えていくかが，これからのポイントではないか 

と思っています。その中で私なりにボランティ 

ア精神の大切さ（一人はみんなのためにみんな 

は一人のために）が判ってきたような気がしま 

す。自分が社会的に何ができるのか，何をすべ 

きなのか，もう一度考え直すいい機会にしてい 

ければと感じています。そんな中で,妻は環境 

問題に関心を持ち，主婦仲間でグループ活動を 

したり，市のゴミ減量審議会の委員をしたりし 

て頑張っています。特に生ゴミの堆肥化， リ 

ユース・リサイクルによるゴミ減量に取り組ん 

でおり，私も相談に応じ具体案等を一緒に考え 

て協力しています。 

6年前に親会社に吸収され，昨年は本社に転 

勤となり，本庄から通勤して国際関係の業務に 

従事しております。これを機会に禁煙できたの 

が昨年の成果でした。自分の健康とともに社会 

の健康にも気を配っていきたいものと考えてお 

ります。 
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化学屋へのSFのすすめ 

柳津 恒夫 

この文章を読まれている応用化学科の先輩， 

同輩，後輩諸氏にも，SFが好きで読まれてい 

る方がいると思います。そして，その中には， 

子供の頃からSFに親しんでいて，SFが理系 

の道を歩むきっかけになった方もいると思いま 

す。（実は，私がそうです。） 

手塚治虫氏の「鉄腕アトム」を見て，「将来 

アトムを自分の手で作りたい。」 と思ってロボ 

ット技術者になった人が，自立歩行ロボットの 

ASIMO を作ったHONDA の技術者の中にいる 

と聞いたことがあります。地球外のフロンティ 

アに乗り出そうという宇宙飛行士の方々の中に 

も，SFにでてくるヒーロー／ヒロインやその 

活躍の舞台に思いをはせている方もきっといる 

に違いありません。現在読まれているSFのほ 

とんどは現実より科学的，技術的に先を進んで 

いる世界を舞台にしたものが多いのですが，現 

実の科学者，技術者達の努力は，これらのSF

的な舞台やテーマを実現に近づける道筋を作っ 

ていることは皆様もご理解いただけることと思 

います0（私もその一員であればと思っていま 

す。） 

しかし，化学を専門とするものとしては，現 

実に化学魂をくすぐるようなSFに出会うこと 

はあまりないこともまた事実です。現在出版さ 

れているSFのほとんどは，いわゆるビッグサ 

イエンスと呼ばれる分野（宇宙科学，物理学な 

ど）をテーマとしたものがほとんどで化学を中 

心に据えたSFは少ないのが現況です。自身有 

機化学の博士号をもっていたあのアシモフです 

ら，化学を中心テーマにした作品は数えるほど 

です。（「象牙の塔の殺人」，「チオチモリンの 

驚くべき特性」など） 

しかし，SFにでてくる小道具に目を向ける 

と，なかなか興味深いものがいくつかあります。 

これを読まれている方々も，SFを読んでどう 

すればこのようなものが実現されるかと考える 

ことも一興かと思います。 

例えば，クラークの「楽園の泉」 には，軌道 

エレべーターを形成するのに重要な材料として 

ダイヤモンド繊維を登場させています。これは， 

住友大阪セメント脚 

（昭和60年応用化学科卒・新制35回） 

構造の似たカーボンナノチューブを伸延させる 

ことにより実現可能かもしれません。 

ギブソンの「記憶屋ジョニィ」 には，高張力 

に耐える，蜘妹の糸より細い「単分子繊維」な 

る小道具がでてきます。これは，メートルオー 

ダーの長さの分子鎖を持つ高分子を合成できれ 

ば実現可能かもしれません。 

ニーブンの 「リングワールド」 には，常温超 

伝導材料による電磁コイルの記述が見られま 

す。野尻抱介の 「ふわふわの泉」では立方晶窒 

化炭素が高強度構造材として用いられている社 

会が描かれています。ベンフォードの 「タイム 

スケープ」 では，NMRでタキオン粒子を検出 

しています。 

探せばもっとでてくると思います。ぜひ，こ 

の文章を読んでいらっしゃる化学専攻の諸氏 

も，SFを読んであれこれと想像されることを 

おすすめします。新たな研究テーマのきっかけ 

になるかもしれません。 

最後に，応用化学科の先輩，同輩，後輩の皆 

様方へ，こんな駄文を読ませてしまって申し訳 

ありません。 
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メール友達 

中島 隆行 

この応化会報が皆さんの手元に届く頃には， 

多分私はドイツの空の下，慣れないドイツ語と 

それよりましな英語を駆使しながらエアランゲ 

ンーニュルンベルグ大学で初めての海外留学を 

経験していることだと思います。ェアランゲ 

ンーニュルンエルグ大学はその名のとおりエア 

ランゲンとニュルンベルグという両方の町にあ 

り，フランクフルトから電車で約2時間のとこ 

ろです（原稿を書いていたときは日本にいたの 

でガイドブックからの受け売りです）o 2002年 

1月よりドイツに来ていますが，ドイツは仕事， 

旅行でも訪れたことがなく今回が初めてです。 送別会終了後 前列中央筆者 

大学時代に第二外国語として選択したドイツ語 

をもっとしっかり勉強しとけばよかったと思う た友人と楽しい時間を過ごすことができまし 

今日この頃です。 た。年末の忙しいこの時期に多くの人が参加で 

今回の留学を通じて，メールの便利さを改め きた送別会が行えたのもメールと幹事の手腕 

て認識しました。この原稿を書いていた昨年 （権木さんありがとうございました）と暖かい 

12月は航空券やホテルの手配，海外への荷物 友人のお陰だと思っています。 

の発送，ビザの申請，住所変更など留学の準備 この原稿を見て初めて私の留学を知った友人 

で大忙しでした。それでも，インターネット全 がまだまだいるかもしれません。誠に申し訳あ 

盛のこの時代，職場にいながらにしてウェブサ りませんが，これを異動の挨拶ということでご 

イトを検索，メールにて間い合わせや予約。随 了承ください。これでしばらくの間，友人と文 

分時間とお金の節約ができました。またメール 字通りメール友達になってしまいましたが， ド 

は距離の壁をものともせず，どんな場所にでも イツに立ち寄ることがありまたら是非メールに 

一瞬にして届きます。ドイツの留学先の先生と て連絡いただければ, きっとうまくなっている 

も何度もメールで研究や留学日程などについて はずのドイツ語で観光案内をできればと思って 

相談しました。 います。私が今このような立場で研究させても 

そしてなんと言ってもメールの良い点は気安 らえるのも，大学時代に研究指導いただきまし 

さ，使いやすさでしょうか。相手の都合を気に た清水先生，山本先生を初め，多くの人に支え 

せず出しやすい。これが電話と大きく違う点だ られてきた結果だと思っております。日本と異 

と思います。留学の日程が決まったのが昨年 なる環境でもう一度自分を深く見つめ直し今後 

11月の中旬，それから大学時代の親しい友人， の飛躍となれるようにがんばりたいと思ってお 

先輩，後輩にメールにてこの旨を連絡。大学を ります。今後ともよろしくお願い致します。 

卒業し,会社等に就職してしまうとお互い忙し PS 応化会担当者様へ この応化会報はドイ 

くなり会う機会も減ってきてしまいますが，そ ツまで送付していただけるのでしょうか？。 

れでもメールで連絡を取り合って，年に2回程 

はお酒を酌み交わしています。そんな友人に開 

いてもらったのが昨年12月2 日（ラグビーで 

早稲田が明治に逆転勝利した日）に行われた送 

別会です。この送別会の連絡もメールにて行い， ,づ弓n奪s、、 
あっという間に日時が決まり，久しぶりに会え ／／ノ ― 、、、 

エアランゲンーニュルンベルグ大学 

（平成5年応用化学科卒・新制43回） 

送別会終了後 前列中央筆者 

／プラqやこ、 
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新制11 回卒 クラス会40周年を盛大に祝う 

我がクラス会は今やリタイアー組が大多数を 

占め，又東京近郊へのUターンも増えた為，最 

近では1年置きに開催しています。 

平成13年は丁度記念すべき40周年に当る為， 

菊薫る11月15日にジャパンエナジー六本木ク 

ラブで盛大に祝いました。 

当日は，傘寿を迎えられた森田先生，及び前 

理工学部長の宇佐美先生に特別にご出席賜り， 

生徒36名が学生時代を偲び，又その後の社会人 

に於ける数々の話題に大いに花を咲かせました。 

更に昨年，栄えある藍綬褒章を授賞した柴田 

隆治君の逸話も披露され,最後に久し振りに 

‘都の西北’を高唱し，母校の更なる発展を 

祈って幕としました。 

尚，卒業生82名中8名の同輩が亡くなられ， 

再会出来なかった事は誠にもって残念でなりま 

せん。 

昭和36年応用化学科卒 

クラス会幹事】安西輝男 

天瀬田久二 

岩井義昌 

小田裕司 

中西克夫 

住山隆之（記） 

ぐ”、’ら、t「’、ぐ”、く”、‘か‘”、亡”、くり、り、ら、（”、ら、ら、こ●、く’いセ●、ら、ぐ●,、ら、亡与叫、凸,、ら、ぐ与敏り、ら、ら、ぐ与し，,、り、ら、ぐ与叫、凸フ、ぐ，、どン軸与、ぐ与、ら、ら、ら、ぐ，、か 

木下義彦さん天皇皇后両陛下にこ拝謁 

昭和39年卒（新制14回）のポト 義彦さん 木トさんは，車椅子となった当時から，車の 
は昨平成13年12月5日に，厚生労働大臣の表 運転もされ，勤務していた日本石油化学株式会 

彰を受け，天皇皇后両陛下にご拝謁されました。 社では，当時進歩の途上にあったコンピュー 

ターを使っての，化学装置の設計の分野では， 
木ドさんは，20年前の41歳の時，脊髄内出 右に出る人のない仕事をされ，ご家庭では奥様 

血で手術を受け，その時以来車椅子の生活にな と共に3人の娘さんをご立派に育て上げられま 

りました。しかし，持前の前向きの性格と努力 した。60才を越えた現在も, 日石菱油ェンジ 
で，障害を克服され，自立更生を成し遂げたこ ニアリング株式会社で仕事を続けておられま 
とを表彰されたものです。当日は，自立更生 す。 

35名の他，社会参加促進40名，盲目者国際ス 車椅子になった最初の年の年賀状に，「この 
ポーツ大会の人賞者20名が各々ご夫婦で，大 様になったけれど，人間はいずれ皆こうなる， 
臣表彰されました。その後皇居で天皇皇后両陛 自分はちょっと早かっただけと考えて頑張る」 
下にご拝謁され，約200名を代表して，ご拝謁 と書いておられたのが，今でも印象に残ってお 

のお礼と皇太子殿下の内親王ご誕生のお慶びを ります。健康に留意して，これからも益々元気 
言上するという大役を勤められました。大変緊 に新しい分野を切り開いていただけるよう祈り 
張したそうですが，両陛下の優しい眼差しが忘 ます。 

れられないと，感激されていました。 文責 菖肇（新制14回卒） 
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理工学部「創成入試（AO方式）」の紹介 

理工学部では，優秀な学生を獲得するために， 

昨年秋より「創成入試（A0方式）」を開始し 

ました。応用化学科もこの入試方式を採用し， 

入学定員の5％にあたる7名の合格者を出しま 

した。ここでは，実際に行なわれた創成入試の 

内容について紹介します。 

創成入試とは 

「創成入試」は，早大理工の伝統でもある教 

育理念と学科ごとの理念に基づき，知識の量だ 

けでなく，学ぶ力，発見する力，創り出す力を 

評価する試験です。 

理工学部には14の学科があり，それぞれが独 

自の理念によって，入学の時点から学部4年間 

あるいは大学院修士課程を含めた6年間の一環 

教育を行なっています。必須の基礎教育は共通 

的に習得するカ)キュラムとなっていますが， 

1年次から学科ごとに専門への導入教育を行な 

うことによって，速い時点から明確な目標を持 

って学習できるのがこのカ)キュラム方式の利 

点です。「創成入試」 は，このような理工学部の 

教育システムを反映して，学科ごとに，求める 

学生像を明示した独自の審査方式と言えます。 

先進の力リキュラム「創成科目」 

「創成」という言葉の由来は，「創成科目」と 

いう新しい工学教育の理念に基づいた科目名に 

あります。この科目は，理工系学部を有した主 

要16大学が，全国に先駆けて導入しているも 

ので，これまでの知識供与型の教育のみでなく， 

ある課題が与えられた際に，自らがそこに潜む 

問題を発見し，学び，解決し，そして発展させ， 

さらにその成果を適切に発表するという，プロ 

ジェクト達成型の教育理念に基づいたものです。 

本学部では，各学科とも既に数十年も前から 

こうした科目が設定されており，現在では「創 

成科目」に位置付けられる科目は数十に及んで 

います。こうした取り組みは早大理工の優れた 

カJ キュラム編成の基盤でもあり，応用化学科 

でも専門実験を中心とした科目に多く反映され 

ています。 

創成入試に求めるもの 

「創成入試」は，こうした早大理工の伝統で 

もある教育理念を入学制度に反映させたもので 

す。受験生には, これまでの自主的な活動やあ 

る課題に挑戦してきたプロセスを披露してもら 

うとともに，学科ごとに設定された課題のもと 

で，単なる正解さがしでなく，いかに論理的に 

考察ができるか，建設的な議論を展開できるか 

を表現してもらうことを求めています。 

「創成入試」 によって，未来に確固たる夢を 

抱いた学生を発見し，彼らが社会に出た時に， 

単なる知識の伝道者ではなく，科学者や技術者 

として真に活躍できる，世界のリーダーになり 

得る人材に育成していくことを目指しています。 

選考方法とプロセスの実際 
数理科を除く13学科で実施されました。各 

学科では，それぞれのアドミッションポリシー 

のもと，ユニークな選考方法が実施されました。 

例えば，提示されたテーマについて，自分自 

身の考えや問題点・対策などを論述形式で解答 

させたり，それを0HPを用いて限られた時問内 

で発表を行なわせたり，グループ討論を行なわ 

せたり，また，簡単な実験を課してレポートと 

して纏めさせたりと様々でした。各学科とも全 

教員が審査に当たり，一般入試ではなかなか味 

わうできない受験生との直接的なかかわりを大 

切にしながら，真剣に取り組んでいたようです。 
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応用化学科の場合 

ADMISSION POLICY（創成入試案内より抜粋） 

健全で調和のとれた社会の繁栄と維持のため 

には，社会の要請に応じた創造性豊かな技術者 

や研究者の活躍が求められています。原子・分 

子の世界から生命・地球環境に至る広い分野に 

興味を持ち，モノづくりを通して社会に貢献し 

ようとする意欲的な諸君に期待します。応用化 

学科では1917年に学科を創立して以来，多く 

の卒業生が化学の基礎と応用を学び，急速に発 

展してきた科学技術を支え，豊かな社会を築く 

ために世界中で活躍してきました。伝統ある当 

学部で多くの仲間とふれあい，最先端の研究活 

動を行ないながら，将来，指導的な立場で科学 

技術を発展させることのできる人物を応用化学 

科は育てます。ともに社会の発展のために役立 

てようとする活力ある若い力を求めます。 

選考方法 

第・次選考（筆記試験：150分） 

論述問題が出題されました。ノーベル化学賞 

受賞者白川秀樹博士の自伝「私の歩んだ道 ノ 

ーベル化学賞の発想」（朝日新聞社）からの抜 

粋を読ませ，生活の中で見られる現象と化学の 

原理とのかかわりを考えさせたり，バーチャル 

実験室を想定して化学物質の検定法を考えさせ 

る問題や，あらかじめ示した基本的な分析装置 

（熱重量分析）の原理と装置の構成概略図をも 

とに，その分析装置を使って分析できる項目を 

考えさせたり，類似の分析法を新たに考案して 

もらうなど，ユニークな問題が出題されまし 

た。 

第二次選考（実技試験および口述試験） 

第一次選考合格者を対象に，理工学部の化学 

実験室で，薄層クロマトグラフィーを用いた未 

知のカルボン酸の同定実験が行われ，実験レ 

ポート作成も課されました。緊張感もありまし 

たが，審査教員のミニ講義もあり,試験という 

よりは実験教室のような和やかな雰囲気もあっ 

たとのことです。 

また，口述試験は一人20分程度の面接が個 

別に実施されました。いくつかのカテゴリーご 

とに事前に用意された共通質問と，適宜試験官 

から出される質問を通し，科学の基礎知識や理 

解力，論理的思考力や展開力，表現力などが評 

価されました。 

このような，受験生にとっても試験官にとっ 

てもクリエイティブかつ厳正な試験の結果，応 

用化学科では7名（女子5名）の合格者が発表 

されました。現在，合格者に対しては，入学ま 

での期間を有意義に過ごしてもらうために，大 

学での勉学のための基礎学力の強化やモチベー 

ションを高めるための指導を，通信教育など入 

学準備プログラムして実施されています。 

今回は初年度でもあり，理工学部全体で総出 

願者数が305名でしたが，全般的には,問題解 

決に対して積極的な取り組みができる高い意欲 

を持った受験生が多かったようです。 

理工学部では少子化に向けて，いかに能力を 

持った優秀な学生を数多く獲得するか，入試だ 

けでなく教育システムの見直しが積極的に検討 

されています。人材を発掘するための新たな選 

考方法のーつとして，この「創成入試」 に期待 

したいものです。 

U R L : http://w-w.sci.waseda.ac.jp/ 

、e, 

（文責】木野） 

W
ー
 

Cl, 
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日本化学会第81春季年会 早稲田大学で開催（3月26日～3月29日） 

応用化学科の母体学会で，積極的な活動を展 

開している我が国最大級の日本化学会の年次大 

会が約40年ぶりに早稲田で開催されます。 

発表演題数は5,000件を越え，西早稲田本部 

キャンハス,井深国際会議場など約60の会場 

で各種講演や最新の研究成果が発表されます。 

応化の教員は会場担当などとして，また学生 

180名がアルバイトとして参加します。 
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応化教室近況 

日本人工臓器学会2001年度論文賞受賞 酒井清孝教授 

受賞論文「BIOREX<AM-BC-X＞膜の対称グラディエント孔構造と 
物質透過の異方性」 

酒井清孝教授は2001年11月12日付けで，日 

本人工臓器学会2001年度論文賞を受賞されま 

した。この論文は透析医療に用いられる分離膜 

に関するもので,従来の均質膜では難しかった 

血中溶質の選択的除去を可能とする，非対称グ 

ラディエント膜の設計，開発および評価を行っ 

たものです。非対称グラディエント膜は孔径分 

布を膜内で不均一にしたもので，最外層の級密 

構造によりエンドトキシンのような低分子量の 

感染汚染物質を阻止し，内層の粗構造により体 

内不要物のタンパク質を高効率に除去すること 

ができます。この新規な膜は臨床的に非常に有 

用で，しかも普及の可能性が高い優れた人工臓 

器として認定されました。この研究成果は，従 

来の膜ではなし得なかった透析患者のquality

of life向上への福音として，さらなる発展が期 

待されています。本研究が広く臨床応用される 

ことを祈念するとともに，本受賞を研究室の一 

員として心よりお喜び申し上げます。 

（文責：専任講師小堀深） 

平成13年度に学会で表彰された学生 

野田尚宏（D3）化学工学会関東支部長賞（学生）受賞 

「廃水処理プロセスにおける窒素除去性能の向上に有効なm RNA発現に基づいた微生物群集構造解析」 

荏原充Z (D 1) Korea-Japan Biomaterials Reserch Young Investigator's Award受賞 

[Molecular Design Novel Temperature-Responsive Hydrogels and Theire Applications for Biomaterials] 

青井議輝（Dl） 日本生物工学会（論文賞）受賞 

rMicrobial Ecology of Nitrifying Bacteria in Wstewater Treatment Process Examined by Fluorescence

In Situ Hybridization] 

中野裕子（M2）第8回国際応用配位化学シンポジウム若手研究者優秀発表賞受賞 

[Oxygen-Binding by Polyethyleneimine-Cobalt Complexes and its Electrochemical Detection] 

林 浩志（D3）資源・素材2001実行委員会若手ポスター賞受賞 

「コロイド界面科学を応用した新規水処理バイオプロセスの創生」 

佐藤裕崇(M2 ) International Symposium on Materials Processing for Nanostructured Device2001, Poster

Presentation Award受賞 

[Fabrication of microabsorber array for X-ray microcalorimeter by Sn electrodeposition] 

葉山順代（M 2 ) American Society釦r Artificial Internal Organs (ASAIO) Fellowship Award受賞 

[Observation of Surface Pores of Hollow Fiber Dialysis Menbrane by Tapping Mode Atomic Force

Microscopy] 
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第15回 水野敏行記念学術研究発表会 

今年度の水野賞の授与式ならびに研究発表会が，下記のように開催されます。 

本奨学基金は，苦学して応化を卒業後（1923年卒）,電気化学工業（株）社長を歴任された水野 

敏行氏のご遺言をもとにご遺族から応化に寄付された1億円を基金として設立されたものです。 

本基金は,わが国の明日を担う新進気鋭の学生を激励するための有益な原資として利用されてお 
り，これまでに100名を越える学生に本奨学金が授与されています。 

式 次 第 

日時：平成14年3月8日（金） 

場所：理工学部55号館S棟第3会議室 

1．水野賞・水野奨学金授与式（13 : 30 - 14 】 00) 

‘選考委員長挨拶（学科主任） 

・理工学研究科委員長祝辞 

・受賞者代表祝辞 

2.水野賞研究発表（14 】00 一16 】00) 

・生体機能を模倣したバイオセンシングシステムの開発 

・生物学的栄養塩除去における脱窒性リン蓄積細菌の代謝メカニズムと応用 

・パラジウム錯体による炭素ー酸素結合切断を鍵反応とする新規触媒反応の開発 
・皿族窒化物単結晶を用いた3のurn帯紫外発光デバイスの開発 

・有機シラン化合物を用いた秩序構造を有する 

シリカ系無機ー有機ハイブイリットの合成 

・排水処理プロセスにおける硝化細菌群の微生物生体構造解析 

・細菌細胞に界面動電的キャラクタリゼーションと 

生物学的廃水処理プロセスへの応用 

・電荷輸送単位を有するポリフエニレンビニレンの合成と 

電界発光および磁気特性 

・非ケクレ型拡張高スピン高分子ラジカルの合成とナノ磁性 

・電気化学的手法による磁気記録デバイス用高機能軟磁性薄膜の形成 

3.記念講演（16 】00 一17 】00) 

電気化学システムのミクロ・マクロ技術 

4.懇談会（17 】00 一）55号館S棟第4 会議室 

竜田 邦明 

逢坂 哲禰 

菓

換

輝

寛

 

里

酢

竜

敦

 

柳
 

野

下

 

青

安

柿

木

 

下嶋 敦 

野田 尚宏 

林 浩志 

進

誠

彦

 

勇
 

時
 

坂

島

 

夫

宮

横

 

静岡大学工学部・教授 須藤 雅夫氏 
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応化会を終えて 

準備期間中における私の心境は次の言葉で言 

いつくされる。 

「新記録を作れ~ 」 

この言葉は,実をいうとある映画に出てきた 

もので，その状況では，通常二日かかると言わ 

れたビルの爆破作業をわずか30分でやれと命 

じた主人公が反論する作業員に対しこの言葉を 

告げた。この映画は実は何年か前に見たもので 

あるが，この会話のインパクトが強烈で未だ忘 

れられない。しかも見事その作業は時間内に終 

了したのである。（しかし，一日8時間労働と 

しても作業効率は30倍以上となっているがそ 

れは普段の仕事が遅すぎるのではないだろう 

か？) 

応用化学科3年 服部 敦司 

さて，今回の理工展は, 11月の2, 3 , 4

の三日間に渡って開催され，応化は膜班，酵素 

班の二つに分かれて展示を行うことになった。 

そして委員長は膜班を，私は副委員長というこ 

とで酵素班を受け持つことになったのである。 

理工展の準備における理想は，8月中には方 

針を決め，かつ必要なら企業への依頼の連絡を 

行っていることである。 

しかし，あまりに展示物にこだわりすぎたた 

め方針を確定しておらず，しかも展示に使える 

酵素が普通の店では手に入りにくく，正直あま 

り順調といえない状況に陥り，その考え方の過 

ちをある先生に指摘されたときには，あと二， 

三週間しかないという状況であった。 

何とかやるべきことは決まっていたものの作 

業自体はほとんど準備期間中に行うことにな 
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り，そのため私の心境は，前述したものとなっ 

たのである。映画こそ見ていないものの， 

三日間ある準備期間のうち二日を飲み会と二日 

酔いでつぶし，最終日，私に三日分こき使われ， 

夜中に完全に死んでいた友人も同じような心境 

であっただろう。 

そんな状況であったが，方針が決まっていた 

ため，模造紙での掲示の作業が比較的スムーズ 

にいったのと，突然チーズなどの発酵食品を作 

り出してくれた班員の協力もあり，無事準備は 

終わり当日を迎えた。 

述べるのが遅れたが，今回酵素班のテーマは， 

一般の人に酵素がどのように用いられるかを説 

明するものであり，そのため，酵素の能力，歴 

史，使用例といった分野に分けて説明を行った。 

一方膜班については，製作に関わってないため 

あまり詳しい状況はわからないが,大掛かりな 

透析装置や人工イクラ作りなどの展示物が目を 
引いていた。 

それらの甲斐があってか当日，酵素，膜，各 

班ともにそれなりに客の興味を引くことには成 
功した。 

こういう展示においては，客がまったく知ら 

ないことについては質問が非常に少なくなりが 

ちになり，一方的に説明している気になるが， 

今回むしろ酵素の説明を身近なものに絞ったの 

が良かったのか，一般客の大半を占める主婦の 

方々をはじめ興味深く説明を聞いてくださり， 
また，自分の知識に対する確認の質問なども多 

く見られた。正直私の予想外な食品に関する質 

問が多く，理工展のために調べた知識ではなく， 

むしろ個人的に好んで読んでいたものの知識が 
役に立っていた。 

展示物についてもまったく区別のつかない 

チーズとョーグルトや納豆菌ではなく腐敗菌が 

作用したのではないかと思われる納豆も客の笑 

いを取り興味を弓は付けるという大事な役目を 

果たしてくれた。（ちなみに一番片付けに困っ 

たのもこの三つだったりする。特に納豆は本気 
で困った） 

膜班においても委員長が疲れきっていたもの 

の，展示物に興味を持ってくれた客が多く見ら 

れ，人工イクラ作りには楽しそうな子供の姿も 
見られた。 

説明する人の人数が足りず,正直非常に疲れ 

はしたが客とのコミユニケーションが取れたこ 

とはとても満足のいく展示であった。 

しかし理工展後日，展示を見に来た母に，ふ 

と酵素とは何か，と質間をした。 

その答えは，「なんか役に立つもの」，の一言 

だったりする。 

なにはともあれ，私を含む三年にとって応化 

委員として最後の仕事であった理工展はこうし 
て終わった。 

今回，反省点を挙げろと言われればはっきり 

いっていくつもあったと思う。しかし，当日の 

忙しさや客との会話を思い出してみると自分の 

中では立派に成功したと何ら引けを取らない満 

足感があった。そして私はこの原稿を書きなが 

らそれを思い出すことができた。その意味では 

この原稿を書くことができてとてもよかったと 

思う。 

最後になりましたが，さまざまな形で協力い 

ただいたすべての人々に深くお礼を申し上げて 

筆をおきたいと思います。本当にありがとうご 
ざいました。 
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会員だより 

卒業して50年，御陰様で健康に恵まれ，海 

外技術指導と県の中小企業支援アドバイザーと 

してベンチャー育成に勉めて居ります。卒業後 

得た技術士と中小企業診断士の資格が定年後大 

いに役立ってます。 

本間雄ニ郎（昭和26年卒・新1回） 

用したらば，どうでしょうか。 

飯田 康夫（昭和46年卒・新21回） 

三井化学より物産ソルコへ出向し，4年目に 

入りました。元気でやっております。 

宮崎 慎司（昭和47年卒・新22回） 

病妻介護で結構忙しく毎日を送っています。 2000年4月に食道ガンの手術を受け，早や1

近所のスーパーではちょっとしたカオになりま 年が経過しました。何とか生き延びたというこ 

した。 とです。業務の方は手術後抗がん治療もあって， 

橋本 一郎（昭和38年卒・新13回） バイオ関連の将来への投資，事業開発に従事し 

ています。もう少し時間が経てば，回復も本格 

固体酸を触媒とするベックマン転移反応が触 となり，具体的な案件に携わる予定でいます。 

媒化学の分野で長年の大きな課題でした。この 瀬川 育雄（昭和47年卒・新22回） 

固体酸を触媒とするベックマン転移反応が触 

媒化学の分野で長年の大きな課題でした。この 

度住友化学ではゼオライトを触媒として気相べ 

ックマン転移によるカプロラクタムの工業化を 2001. 4. 1より情報材料研究室長を拝命しま 

決意しました。本プロセスの開発に係って14 した。今回，海外出張等の為，残念ながら欠席 

年目のことで感慨無量です。 させていただきます。 

市橋 宏（昭和42年卒・新17回） 米原 祥友（昭和48年卒・新23回） 

海外子会社が3社となり，海外出張も増えて 

一年が非常に早く過ぎる感じです。今回もアメ 

リカ出張の為出席できず残念です。 

山下 求（昭和44年卒・新19回） 

2001年1月からジョイントベンチャー 「書道」の指導主事から，教員の研修を担当 

(BASF武田ビタミン）に出向となりました。 する教育センターに勤務が変わりました。勉強 

田中 航次（昭和42年卒・新17回） する時間は増えましたので研鎖を深めたいと考 

えております。 

海外子会社が3社となり，海外出張も増えて 村山 元信（昭和48年卒・新23回） 

日本のロケットは失敗が続きましたが，これ 有山 達郎（昭和48年卒・新23回） 

から挽回すると思います（成功した）。皆様の 

ご健斗お祈り申し上げます。 大阪も住み易い所です。関東の言葉と大阪弁 

柿野 滋（昭和44年卒・新19回） を使い分けるバイリンガルの娘たちを横目に， 

女房も私もことばに関しては全く順応しないと 

昨年（平成12年）10月より住友化学工業（株） いう頭のかたさを痛感しています。仕事，家庭 

より小会社の（株）住化分析センターに出向して どちらも充実した日々を送っています。 

おります。 竹内 亮（昭和51年卒・新26回） 

昨年（平成12年）10月より住友化学工業（株） 

より小会社の（株）住化分析センターに出向して 

おります。 

徳川 義治（昭和45年卒・新20回） 

会員相互の議論や提案，聞けなかった講演会 

の勉強のため応化のホームページを立ち上げ活 

今では鉄作りがメインでしたが，この数年車， 

家電のリサイクルなど循環型社会を意識した技 

術開発にも注力しています。 

有山 達郎（昭和48年卒・新23回） 

鈴木先生が亡くなり，自分の学生時代を遠い 

昔のように感じるようになりました。 

桜井 範彦（昭和51年卒・新26回） 
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今年（平成13年）で50才となります。娘も 

専門学校に進学し，お互いに人生の節目の年と 

なりそうです。 

長谷川 清（昭和51年卒・新26回） 

ていないと流されてしまいそうです。 

横田 昌明（昭和又年卒・大27回） 

長谷川 清（昭和51年卒・新26回） 応用化学科の学生だった頃授業中友達としゃ 

べっていて「うるさくするなら出ていけ」とお 
1年間の学校勤務から教育行政に戻りまし こったT先生をにらみ返してしまった記憶があ 

た。初等，中等教育関係には会員の方も少なく, る。今私は学生に「人の迷惑になるから出て行 

寂しく思っております。 って」 と言い「こわい先生」といわれている。 

永井 博彦（昭和晃年卒・新27回） T先生すみません。 

岩田 利枝（昭和M年卒・新29回） 

昨年（平成12年） 7月に16年振りに本社か 

ら現場へ異動しました。日本最初の（というこ 

とは最古の）LNG受入基地で頑張っています。 

久保田宏明（昭和52年卒・新27回） 

1995~ 2000年の間に4 回転勤，転居しまし 

た。 

青沼 修司（昭和52年卒・新27回） 

インドムンバイに駐在しております。 

藤井 進一（昭和52年卒・新27回） 

東大で私の所属します専攻で応化の卒業生が 

2名4 月より教官となりました。私と客員教授 

の渡辺正義さん（横浜大）を含めて応化4人組 

で頑張ります。 

石原 一彦（昭和54年卒‘新29回） 

反導体材料ガスの排気ガス処理システム設計 

で毎日，忙しくしております。 

新藤 隆彦（昭和55年卒・新30回） 

福岡から湘南に移り住んで丸2年が経ちまし 

商業用の国内初の再処理工場の建設も，現在 た。今では生まれた時から湘南育ちのような気 

最盛期を向かえています。 がしています。今年の（平成13年）新1年生 

伊藤 誠（昭和52年卒・新27回） はノンビリムードで「次はどこへ行けばいいで 

すか？」 という問いには驚きました。早稲田の 

本社が昨年（平成12年）夏に芝に移転。私 凄さを，外に居ても充分に感じています。 

は本年4 月より人事部に異動となりました。 山下 明泰（昭和55年卒・新30回） 

本社が昨年（平成12年）夏に芝に移転。私 

は本年4 月より人事部に異動となりました。 

色々と変化の多い毎日です 

井上 英治（昭和53年卒・新28回） 

4 月（平成13）に年名古屋に異動になりま 

した。新会社スタートから2年間，東京で勤務 

しましたが,名古屋に2度目の勤務に戻りまし 

た。自動車業界にどっぷりと入り込んだ生活に 

なります。 

内田 悟（昭和弘年卒・新29回） 

JOM0から当社（（株）ジャパレン）出向し 

て2年が経ちました。中小企業なりの苦労はあ 

りますが，中小企業ならではのやりがいと楽し 

さがあり，頑張っております。 

早川 則道（昭和54年卒・新29回） 

臨床医学の現場も先を見通すことが困難な状 

況です。自分の倫理感，価値感をしっかり持っ 

世の中に一歩先んじて，と意気だけは高いの 

で，中年を迎えた身体のように気持ちだけが先 

行してしまわないように「地道」なんていうこ 

とも考えています。 

石川 厚史（昭和55年卒・新30回） 

厳しい環境の中，輸出業務に奮闘中です。 

井上 俊弘（昭和弱年卒・新31回） 

継続して，医薬，食品のプラントエンジニア 

リングを業務としています。 

村田ナオキ（昭和56年卒・新31回） 

昨年（平成12年）より中国河南省におりま 

す。中国内陸部のいなかは通信事情も悪く， 

時々電話もつながらないこともあります。 

田中 清（昭和57年卒・新32回） 
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今春（平成13年）の異動で初めての本社勤 

務となりました。数年ぶりの電車しかも満員 

電車通勤や1時間以上の早起きのため，仕事 

よりもこれらに慣れるのが急務の状態です。 

天田 順一（昭和57年卒・新32回） 

息子と一緒にサッカーを楽しんでおります0

審判の講習会にも行っています。学生時代を 

思いだします。 

小岩 一郎（昭和57年卒・新32回） 

4 /21（平成13年）付けで鹿島工場に勤務と 

なりました。本社に十三年いましたので，久 

し振りの現場にわくわくしています。 

岡部 正明（昭和58年卒・新33回） 

先日第5回早大応化化工会に出席しました。 

私を含む若手？の出席が少なく残念でした。 

佐久間雄一郎（昭和60年卒・新35回） 

母校の先生，在校生，卒業生の方々と共同 

研究もさせて頂き，充実した日々を過ごさせ 

て頂いております。4月（平成13年）に3 人 

目の子供も誕生しました。 

望月 精一（昭和60年卒・新35回） 

本年（平成13年）3月より大阪支店に転勤 

となりました。家族全員で引越し，長男が4

月より幼稚園と変化の多い年です。 

富田 勲（昭和61卒年・新36回） 

単身赴任で山口にて頑張っております。 

この4 月（平成13年）より法務部へ異動と 中野 哲也（昭和62年卒・新37回） 

なりました。新しい“チーズ”を求めて模索 

中です。 現在病気療養中です。 

溝口 徳実（昭和58年卒・新33回） 浅田 利雄（昭和62年卒・新37回） 

相変わらず，忙しく基礎研究，開発研究に 

取り組んでいます。育毛剤研究も遺伝子工学 

の技術が必要となっていますが，やはり明確 

な結果が要求されています。 

演田 和人（昭和59年卒・新34回） 

ひと回りして半導体の仕事にもどりました。 

星野 均（昭和59年卒・新34回） 

2000年度は，皆様の御支援のもと業績を回復 

できました。今後もよろしくお願いいたします。 

現在，外装部品の設計を担当しております。 

斉藤 雄之（昭和59年卒・新34回） 

1月（平成13年）に江戸川区平井から目黒 

区駒場に引越しました。また, 2 月に仕事の 

方もヘアカラーから食用油（ジアシルグリセ 

ロール）の製造研究に変わりました。 

＋時信太郎（昭和60年卒・大35回） 

電気化学出身の私ですが,最近はすっかり 櫛谷 文彦（平成元年卒・新39回） 

「電気屋さん」になってしまいました。昨年 

（平成12年）はAIBOに搭載の無線LANカー 今年（平成13年） 9月より英国に1年間留 

ド専用のアンテナを設計しました。 学する予定です。 

平林 崇之（昭和60年卒・新35回） 吉見 靖男（平成2年卒・新40回） 

4 月（平成13年）より四日市工場に転勤と 

なりました。 

長島 広光（昭和63年卒・新38回） 

同研卒の三田村さんと仕事でタイアップす 

ることになりそうです。協力して面白い製品 

が出せるよう尽力する所在です。 

土岐 育子（昭和63年卒・新38回） 

仕事で海外，趣味で山頂に行く機会が増え 

ましたが，地に足をつけてゆったりとした心 

持ちで日々をすごしたい今日この頃です。 

伊藤 泰子（昭和63年卒・新38回） 

今年（平成13年） 2 月に東京本社に転勤に 

なりました。 

岡田 聖吾（昭和63年卒・新38回） 

現在，透析患者の動脈硬化のテーマで研究 

中です。何かいい知恵があればお願いします。 

櫛谷 文彦（平成元年卒・新39回） 
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介護保険サービスを現場で担当しながら，工 

学部（東京電機大）で介護福祉論という科目を 

教えています。バリアフリーの街，建物づくり, 

介護機器，保険システム開発はエンジニアの役 

目ですものね。 

石橋 亮一（平成2年卒・新40回） 

TBSの「News 23」の取材を受け，放送され 

ましたが，それ以降もなお小さな学習塾の形を 

保っております。早く当塾より早稲田応化へ送 

たらして働いています。 

服部 浩三（平成5年卒・新43回） 

今月（平成13年）1月に結婚して転居しま 

した。常温溶融塩の研究を進めており，さらに 

来年（平成14年）あたりからポリマー電解質 

の勉強をはじめる予定です。ご関連の各位には 

色々と教えて頂ければ幸いです。 

江頭 港（平成6年卒・新44回） 

り出したいのですが，その夢はまだとっておき 本年（平成13年）より厚木に転勤となりま 
ます。 した。 

吉田 直弘（平成2年卒・新40回） 原 富太郎（平成7年卒・新45回） 

現在ノースウエタン大（MBA）留学中で本 

年（平成13年）卒業見込み。7月から日本 

IBMへ勤務予定です。 父代筆 

竹田 吾朗（平成2年卒・新40回） 

2年弱勤めた企業をやめ，博士課程に戻り2
年以上過ぎました。残り1年でどこまで進めら 

れるか自分でも楽しみです。 

青柳 里果（平成7年卒・新45回） 

4 月（平成13年）より現職（防衛庁技術研 横浜市立大学医学部に平成8年4 月入学，現 

究本部）から研修として国内留学の機会に恵ま 在6年生 

れ，東京工業大学大学院理工学科研究科博士後 大竹 正之（平成8年卒・新46回） 
期課程に入学しましたC これから3年間の学生 

生活のひとつひとつに，フレッシュな気持ちで 2000年9月より本社へ異動となりました。 
取り組んでいきたいと願っております。 米国ATMI社の半導体用洗浄液の技術営業を行 

荻野久美子（平成3年卒・新41回） っております。半導体業界に関係のある皆様， 

特に宜しくお願いします。 
21世紀からフリーランスになりました。3 真野 雄ー（平成8年卒・新46回） 21世紀からフリーランスになりました。3

人家族で難民のような生活です。 

斎藤 海仁（平成2年卒・新42回） 斎藤 海仁（平成2年卒・新42回） 広島にて元気にやっております。生まれ育っ 

た名古屋との違いにとまどいもありましたが， 
2000. 9月に退職し,医大（博士課程）を受 今は慣れました。 

験, 2001. 4 月より大学院生として基礎医学を 吉田 高行（平成9年卒・新47回） 
勉強中です。 

氷見 直之（平成4年卒・新42回） 4 月（平成13年）より社会人となりました 

今度（平成13年）の夏より米国スタンフォ 

ード大学に1年間Visiting scholarとして留学 

します。 

荒木 成典（平成4年卒・新42回） 

4 月（平成13年）より社会人となりました 

が，なんとかやっております。 

岩津 秀和（平成10年卒・新49回） 

今春（平成13年），東京大学大学院で修士 

（生命科学）を取り，4 月より森永乳業（株） 

に勤務しております。2年後を目処に研究所へ 

現在渡米中です。 異動できる見込みです。 

連絡先一藤沢市長後2027-2 甲本 晃啓（平成10年卒・新49回） 
瀬崎 崇生（平成5年卒・新43回） 

現在は研修として砂糖を製造する現場で汗水 
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早慶ソフトボール大会 

今年度の早慶ソフトボール大会は，早稲田側がホストとなり11月10日に東伏見グランドで行な 

われる予定でしたが，朝からの雨で試合は中止となりました。しかし,懇親会は理工学部大久保 

キャンパスの57号館生協レストランにて元気よく開催され，両校は親善を深め，さらなる研究活 

動の向上を誓い合いました。 

残念ながらこの早慶ソフトボールも今年で終わり，来年度からは学生同士の交流や研究活動の活性化 

を狙って，学生による研究発表会や発表表彰，交換講義の充実化などを行なう計画が進められています。 

「三日会」開催報告 

第5回の 「三日会」が11月5日に開催されました。今回は，コニカ（株）（今号の職場だより参 

照）の日野事業所にお願いし，フイルムベースの最新製造ラインを見学しました。 

講演会では主席部員の市川和義氏からフィルムについてのさまざまなお話しを伺い，知識を深めるこ 

とができました。その後の懇談会では，見学に参加した学生，コニカ関係者ともども親睦を深めました。 

今回は，平沢先生とコニカ中央研究所の岡田尚大氏（新42回）にお世話していただきました。 

ここに深くお礼申し上げます。 

'‘くくやくく《《《Hく（くやイ《《《や確《《・侭くや《《（くく・く（""（く（・確くや僚く‘・孤（やく（くくく‘《くくくく~《くくくや《くくや《《くくく・くくく什《くくく‘,く（《眠・く寮く‘唯《く《唯《く●ト《《くく《ト《《くく《・《《くく（唯くくや《《《（叫《《やくく（くや侭くや竜くく《一維《《叫《《《や侭4く唯‘《‘・ 

ご逝去 

大島 瞬殿（新19回） 

伊東 直樹殿（新22回） 

穴山 光夫殿（旧20回） 

高橋 信夫殿（燃6回） 

加藤 茂殿（旧28回） 

高橋鴨太郎殿（旧8回） 

村井 弘一殿（新1回） 平成13年10月28日 

安塚 久夫殿（工経8回）平成13年10月 

鈴木儀太郎殿（旧19回） 平成13年12月 

奥成 英輔殿（新8回） 平成13年12月 

新井 英二殿（工経8回）平成14年1月29日 

12年12月27日 

12年4 月 

12年9 月7 日 

13年2 月16日 

13年7月4 日 

13年8 月18日 

成

成

成

成

成

成

 

平

平

平

平

平

平
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編 集 後 記 

世の中では，昨年9 月に起きた米国の同時多 

発テロ事件をはじめ，忌まわしい事件が続いて 

います。日本の政治経済は相変わらず低迷して 

おり，なかなか元気が出ませんが,会員の皆様 

には如何お過ごしでしょうか。 

56号館前の梅の花も満開となり，その酸郁た 

る香りは私たちの気持ちまで優しくしてくれて 

います。今年も，別れや出逢いの季節を迎えま 

した。教室では宇佐美昭次先生が3 月に定年退 

職されます。2 月1日に行なわれた最終講義 

「早稲田とともに わが人生」 は，先生の人柄を 

感じさせるとても印象的な講義でした。 

理工学部では今，学科再編や 

らTOP 30対応などと気忙しい 

日々が続いています。大久保キ 

ヤンパスに隣接した明治通りで 

は，営団地下鉄13号線の工事 

がはじまり，ますます慌しくな 

りそうです。（木野） 

今号の表紙絵 

大隈講堂（昭和2年建造：東京都選定歴史建造物） 

地L3階建ての講堂（1,435席）と，地ド1階の小講堂 

(382席）を有しています。時計塔は，現在も大小4 つの 

鐘が1口6回，時を告げています。本会報誌の表紙絵を 

描いて戴いている薮野健先生の大隈講堂を描いた油絵が， 

別円郵便切手としてデザインされ，昨秋発売されました。 

り、ら、ぐ与、り、c”、『えA凸’、り、c”、亡”、c”、己い‘”、ら、●、ら、’●、・●、ら、‘●、ら、ら、ら叫叫、・●、・，、く与、ら、ら、ら、ら、‘、ら、ら、ら、ら叫、叫、,，、．，、ら、‘か 

役 員 

（会長） 

棚橋純一 

（庶務理事） 

大林秀仁 

清水功雄 

（副会長） 

竜田邦明 （会計理事） 

長谷川吉弘 菅原義之 

里見多一 

（監事） 

清水常一 

本田 尚士 

（編集理事） 

藤本瞭一 

木野邦器 

（理事～学外） 

小松原道彦 

二瓶公志 

亀井邦明 

坪井彦忠 

三田宗雄 

保坂幸宏 

渋谷敬一 

峰島三千男 

藤城光一 

池内晴彦 

井上成之 

石橋障彦 

（理事～学内） 

字佐美昭次 

平田彰 

菊地英一 

酒井清孝 

逢坂哲蒲 

西出宏之 

黒田一一幸 

平津泉 

桐村光太郎 

松方正彦 

早稲田応用化学会報 通算66 号 平成14年3月発行 

編集兼発行人 藤本瞭一・木野邦器 

発行所 早稲田応用化学会 

印刷所 大日本印刷（株） 

〒 169-8555 東京都新宿区大久保手4一1 早稲田大学理工学部内 
TEL (03)3203-4141 内線73一5253 振替00190一4 -62921
E-mail : oukakai@mn.waseda.ac.jp http://www.appchem.waseda.ac.jp/oukakaj



早稲田応用化学会 
Applied Chemistry of Waseda University

http ://www.appchem.waseda. ac .jp/oukakai
oukakai@rnn.waseda.ac.jp


